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平成 30 年
【特集】祝　成人　167 人が新たな門出
○所得税及び復興特別所得税・町県民税の申告は 3 月 15 日（木）まで（P4）
○地域まちづくり会社が誕生します！（P7） 
○あなたの飲酒量、大丈夫！？ (P8）
○町の HOT　NEWS（P17）○町長月記（P29） 

◆◇ 今月号の主な内容 ◇◆ 

写真： 華やかな新成人たち



祝 
成
人

167
名
が
新
た
な
門
出

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

1
月
7
日
（
日
）、
中
公
民
館
で
「
平
成
30
年 

成
人
式
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
御
嵩
町
で
成
人
を
迎
え
た
の
は
１
６
７
名
の
み
な
さ
ん
。
式
典
で
は
、
新
成
人
の
代
表

が
「
二は

た

ち
十
歳
の
誓ち

か

い
」
や
「
自
分
の
決
め
た
道
に
真し

ん
し摯

に
向
き
合
い
進
む
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

人
生
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
支
え
て
下
さ
る
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
へ
羽
ば
た
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
な
ど
と
謝し

ゃ
じ辞

を
述
べ
ま
し
た
。

▲ �「謝辞」を述べる、新成人代表の丸
ま る た

田晃
こうへい

平さんと生
い こ ま

駒
百
も も か

花さん

※町ホームページでは、写真をカラーでご覧になれます。

～ 新成人のみなさん ～

▲ �御嵩町民憲章を唱和する新成人のみなさん

▼�御嵩
　地区

▼�上之郷
地区

▼�中地区

▼�伏見
　地区
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生涯学習課生涯学習係（内線　2268）

◎
教
育
長
か
ら
新
成
人
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
成
人
の
日
」
を
お
祝
い
し
て

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
大
人
の
仲
間
入
り
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
成
人
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
い
つ
も
温
か
く
見
守
り
、
生
き

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
苦
難
を
乗
り
越
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
家

族
や
恩
師
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
、
多
く
の

仲
間
の
支
え
や
励
ま
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
、
御
嵩
町
の
教
育
の
目
標
で
も
あ
る
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
「
み
ん
な
で
学
び
合
う　

た
す
け
あ
い
思
い
や
る　

け
ん
こ
う
で
み
が

き
合
う
」
人
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
10
月
の
衆
院
選
は
投
票

さ
れ
ま
し
た
か
。
岐
阜
県
市
町
村
別
の
18
・

19
歳
の
投
票
率
で
、
御
嵩
町
は
見
事
第
2
位

で
し
た
。
主
権
者
意
識
の
高
い
青
年
が
育
っ

て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

吾わ
れ　

唯た
だ　

足た
る
を　

知し
る　

　

石
庭
で
有
名
な
龍
安
寺
の
つ
く
ば
い
に
書

か
れ
、
同
じ
も
の
が
愚
渓
寺
に
も
あ
り
ま
す
。

満
足
を
知
っ
て
い
る
人
は
幸
せ
で
あ
り
、
心

が
穏
や
か
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
不
足
を
嘆
く
よ
り
不
足
を
補
え
る
人
」

「
暗
い
と
不
平
を
言
う
よ
り
も
、
進
ん
で
明

か
り
を
つ
け
る
人
」
と
な
る
よ
う
、
自
ら
の

力
で
自
ら
の
生
活
や
社
会
を
よ
り
よ
く
切
り

拓
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
幸
多
き

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

御
嵩
町
教
育
長　

髙た
か
ぎ木
俊と
し
ろ
う朗

丸
ま る た

田 晃
こ う へ い

平 さん（御嵩地区）

★�新成人を代表して成人式実行委員のみなさんに、今後の目標や夢、
成人になった気持ちなどを記していただきました。

私は社会人になって二年目になりまし
た。両親が働きながら私や弟たちを育て
てくれた大変さを、いま少し感じていま
す。今後はより社会で必要とされる人間
になれるよう努力していきたいです。

成人式を迎え、この先どんな道に進んだと
しても、自ら選択したことに責任と自覚を
持ち歩んでいきます。また、自分をサポー
トしてくださる家族や周りの方々への感謝
の気持ちを忘れずに生きていきたいです。

山
や ま だ

田龍
りゅうのすけ

之介さん（上之郷地区）

私は将来、多くの方に必要とされる人に
なりたいです。学業、地域の活動など何
事にも精一杯取り組み、その積み重ねで
周りの方から一日でも早く信頼されるよ
う励みたいです。

▼�写真前列左から生駒百花さん、可児優佳さん、渡邉千草さん、鈴木理子さん、 
   大澤日奈子さん、後列左から丸田晃平さん、後藤匡志さん、山田龍之介さん

家族や周りの人の支えで成人を迎えるこ
とができたので、後悔しない人生を送る
ため、自分の取った行動に責任を持ち、
これからは多くの人を支えていける大人
になりたいです。

■問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：山
や ま だ

田　（内線 2268）

渡
わ た な べ

邉 千
ち ぐ さ

草 さん（上之郷地区）

私は大学で経営学の勉強や、プレゼン大
会の出場、資格の勉強をしています。　
大学で学んだ経験や知識を生かして積極
的にさまざまなことに挑戦できる大人に
なりたいです。

成人式を迎え、二十歳にもなりお酒も飲め
るようになりました。大人としての自覚を
持ち、様々なことに挑戦して新たな自分を
見つけてみたいです。そして、御嵩町の職
員として町に貢献していきたいです。

鈴
す ず き

木 理
り こ

子 さん（中地区）

生
い こ ま

駒 百
も も か

花 さん（中地区）

私は将来、自分が暮らす御嵩町で多
くの人の役に立てる仕事をしたいと
思っています。そのために、今後も
多くの経験を積み、さまざまな立場
に立って物事を考えられるようにな
りたいです。

可
か に

児 優
ゆ う か

佳 さん（伏見地区）

大
おおざわ

澤日
ひ な こ

奈子 さん（伏見地区）

二十歳になり、大人として扱われる
ようになりました。これからは自分
に責任を持って、生きていきたいと
思います。そして、今までお世話に
なった人に感謝し、少しづつ恩を返
せるような大人になりたいです。

後
ご と う

藤 匡
ま さ し

志 さん（伏見地区）
▲ �熱心に成人式の準備に励む、実行

委員のみなさん

3 ほっと みたけ　2018.2



税務課町税収納係（内線 2155）

　

次
の
人
は
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
一
般
の
人
の
場
合

　

◎�

所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
所
得
控
除

の
合
計
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
も

と
に
計
算
し
た
結
果
、
所
得
税
額
が
発

生
す
る
人

◆
給
与
や
年
金
が
あ
る
人
の
場
合

　

◎�

給
与
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

２
、０
０
０
万
円
を
超
え
る
人

　

◎�

1
か
所
か
ら
給
与
な
ど
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
人
で
、
給
与
以
外
の
所
得

（
事
業
所
得
な
ど
）
が
20
万
円
を
超
え

る
人

　

◎�

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
を
超
え
る
人
（
収
入
金

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、

年
金
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
を

超
え
る
場
合
は
、
申
告
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

※�

申
告
義
務
が
な
い
人
で
も
還
付
を
受
け

る
に
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
に
は
、
収
入
額
や
源
泉
徴
収
税
額
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
や
、
控
除
額
の
証
明
書

な
ど
が
必
要
で
す
。
次
の
う
ち
、
該
当
す
る

も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◆�

必
ず
必
要
な
も
の

　

◎
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

　

◎�

本
人
名
義
の
預
金
通
帳（
還
付
の
場
合
）

※�

確
定
申
告
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人　

番
号
）
の
記
載
が
必
要
で
す
!!

　

申
告
書
の
提
出
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
と
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
6
ペ
ー
ジ
の
多
治
見
税
務
署

か
ら
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
収
入
の
わ
か
る
も
の

　

◎�
給
与
や
年
金
所
得
者 

… 

源
泉
徴
収
票

　

◎�
報
酬
・
配
当
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
人 

… 
支
払
金
額
の
わ
か
る
支
払
調
書

　

◎�

営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
の
所
得
の

あ
っ
た
人 
… 
収
支
内
訳
書

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
は
原
則
、
町
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
次
に

該
当
す
る
人
は
申
告
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

◇�

所
得
税
等
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人

◇�
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
町
に

提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
給
与
以
外
に
所

得
の
な
い
人

◇�

公
的
年
金
報
告
書
が
町
に
提
出
さ
れ
、
年

金
以
外
に
所
得
の
な
い
人
（
た
だ
し
、
国

民
健
康
保
険
税
な
ど
、
報
告
書
に
記
載
の

な
い
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
が
あ
る
人

は
、
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◇�

次
の
い
ず
れ
か
の
非
課
税
基
準
に
該
当

す
る
人
（
※
注
）

　

◎�

扶
養
す
る
親
族
の
な
い
人 

… 
合
計
所

得
金
額
が
28
万
円
以
下

　

◎�

扶
養
す
る
親
族
の
あ
る
人 

… 

合
計
所

得
金
額
が
28
万
円
×
（
1
＋
扶
養
人

数
）
＋
16
万
8
千
円
以
下

（�

※
注
）
非
課
税
基
準
に
該
当
す
る
人
で
あ
っ

て
も
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料

な
ど
の
算
定
の
た
め
に
、
申
告
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
町
県
民
税

　

の
申
告
は　

２
月
16
日
（
金
）
か
ら

　
　
　

３
月
15
日
（
木
）
ま
で
で
す

■
申
告
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
：

◎�

税
務
課
町
税
収
納
係　

担
当
：
大お

お
わ
き脇
・

桑く
わ
し
た下
（
内
線 

２
１
５
５
・
２
１
５
４
）

◎
多
治
見
税
務
署

　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２
‐
０
１
０
１

　

◎�

満
期
保
険
金
な
ど
を
受
け
取
っ
た
人　

…
そ
の
支
払
金
額
、
掛
金
の
わ
か
る
も
の

　

◎�

土
地
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
人　

 

… 

売
買
契
約
書
と
経
費
の
領
収
書
な
ど

◆
控
除
金
額
の
わ
か
る
も
の

　

◎�

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
な

ど
の
支
払
い
の
あ
る
人 

… 

支
払
金
額

の
わ
か
る
も
の

　

◎�

国
民
年
金
加
入
者 

… 

支
払
証
明
書

　

◎�

生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の
支
払

い
の
あ
る
人 

… 

支
払
証
明
書

　

◎�

配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
人 

… 

配

偶
者
の
所
得
金
額
の
わ
か
る
も
の

　

◎�

障
害
者
控
除
対
象
者 

… 

障
害
者
手
帳

　

◎�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人 

… 

医
療
費

の
領
収
書
な
ど

【
注
意
！
】
次
の
申
告
は
、
町
の
申
告

会
場
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
多
治
見

税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・�

製
造
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

外
交
員
な
ど
の
事
業
所
得

 

・�

土
地
、
建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得

 

・�

株
式
、
ゴ
ル
フ
場
会
員
権
な
ど
の
譲

渡
所
得

 

・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
初
年
の
申
告

 

・
先
物
取
引
、
青
色
申
告　
　

…
な
ど

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
き
ま
し
た
。「
平
成

29
年
分
の
所
得
税
等
確
定
申
告
」
と
「
平
成
30
年

度
分
の
町
県
民
税
申
告
」
の
相
談
受
付
を
次
ペ
ー

ジ
の
表
の
よ
う
に
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

所
得
税
等
の
確
定
申
告
が

必
要
な
人

町
県
民
税
の
申
告
に

つ
い
て

申
告
に
は

次
の
も
の
が
必
要
で
す

4



税務課町税収納係（内線 2155）

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

申告相談の日程

★�会場の混雑を避けるため、なるべく上記の日程に従って、時間に余裕をもって来場されますよう、ご協力をお
願いします。

★�申告期間中は、役場税務課窓口では確定申告にかかる相談をお受けできません。町の申告会場または税務署に
お問い合わせください。なお、作成済み確定申告書の提出のみであれば、税務課窓口でも提出できます（3 月
15 日（木）まで）。

　※�作成済み確定申告書を提出される場合は、記載誤りを防ぐためにも、国税庁ホームページ内の「確定申告書
等作成コーナー」から確定申告書を作成していただくことを推

すいしょう

奨します。
★�税理士による「無料税務相談所」が、御嵩町の申告会場で開設されます。ご利用ください。（次ページ参照）

期 日 午前 9 時～正午 午後 1 時～午後 4 時 会 場

➡ �2 月 15 日（木）までは、
給与所得や年金による
所得税等の還付申告の
みの受付です。

　 �詳細は、ほっとみたけ
1 月号をご覧くださ
い。

2 月 8 日（木） 上之郷地区

役場
北庁舎 3 階

2 月　9 日（金） 御嵩地区

2 月 13 日（火）
中地区

2 月 14 日（水）

2 月 15 日（木） 伏見地区

期 日 地 区 午前 9 時～正午 午後 1 時～午後 4 時 会 場

2 月 16 日（金）

御嵩

長岡 送木・城町

役場
北庁舎 3 階

2 月 19 日（月） 栢森・向陽台 板良町・上町

2 月 20 日（火） 若松町・木の下・中本町 南山台東

2 月 21 日（水） 元町・愛宕町 南山台西

2 月 22 日（木） 昭和町・赤坂 若宮町 1・若宮町 2

2 月 23 日（金）

伏見

中町・西町 新町

伏見公民館
3 階

2 月 26 日（月） 里・洞
青木・共和台・高倉団地
高倉台・山田

2 月 27 日（火） 本郷 稲荷台

2 月 28 日（水） 高倉・東町・西本町 旭町・伏見台・野崎

3 月 1 日（木）

上之郷

井尻 北切・川南・平
上之郷公民館

2 階
3 月 2 日（金） 美佐野 宿・次月・津橋

3 月 5 日（月） 前沢・謡坂・小原・西洞 谷・綱木・大久後・小和沢

3 月 6 日（火）

中

十日市場・西屋敷 西之門・南山

役場
北庁舎 3 階

3 月 7 日（水） 西田

3 月 8 日（木） 春日町・愚渓町・白山町 南町・北屋敷

3 月　9 日（金） 大庭台

3 月 12 日（月） 大庭 長瀬・新木野

3 月 13 日（火） 顔戸北・顔戸南 古屋敷・尼ケ池

3 月 14 日（水）
全　町

役場
北庁舎 3 階3 月 15 日（木）
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税務課町税収納係（内線 2155）

　自動車税の減免制度
　自動車税身体障がい者等減免申請
                           臨時窓口について・・・

　身体・知的・精神障がい者、戦
せん

傷
しょうびょう

病 者等が
所有する自動車（軽自動車を除く）の自動車税
減免申請の臨時窓口を開設します。対象となる
人はご利用ください。

●日時：3 月 1 日（木）・12 日（月）
　午前 9 時 30 分〜午後 3 時 30 分
●場所：可茂総合庁舎 4 階　4‐2 会議室

（美濃加茂市古井町下古井 2610‐1）
※�障がいの程度によっては、減免を受けること

ができない場合があります。
※�中濃県税事務所、自動車税事務所、各県税事

務所でも受付をおこなっています。
　（土・日曜日・祝日を除く）
■問い合わせ：中濃県税事務所
　☎ 0575‐33‐4011

★
多
治
見
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

多
治
見
税
務
署
が
開
設
す
る
平
成
29
年
分

の
確
定
申
告
会
場
は
、「
多
治
見
税
務
署
内

確
定
申
告
会
場
」
で
す
。

●�

対
象
：
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告

●
開
設
期
間
：

　

2
月
16
日
（
金
）
～
3
月
15
日
（
木
）

　

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
。

●
開
設
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

※�

申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要
し
ま
す

の
で
、
午
後
4
時
ま
で
に
お
越
し
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●�

開
設
場
所
：
多
治
見
税
務
署
内
確
定
申
告

会
場

☆�

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
駅

北
立
体
駐
車
場（
開
設
期
間
中
90
分
無
料
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

多
治
見
税
務
署
が
開
設
す
る
税
理
士
に
よ

る
無
料
税
務
相
談
所
が
御
嵩
町
の
申
告
会
場

内
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

●�

対
象
：
次
の
人
の
所
得
税
等
の
相
談
を
対

象
と
し
ま
す
。

　

①�
平
成
28
年
中
の
所
得
金
額
が

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円
以
下
の
人

　

②�

①
に
該
当
し
、
消
費
税
の
課
税
事
業
者

の
場
合
、
平
成
27
年
分
の
売
上
高
が　

３
、０
０
０
万
円
以
下
の
人

　

③
給
与
所
得
者
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
金
受
給
者
の
人

●
開
設
日
：

　

2
月
20
日
（
火
）、
21
日
（
水
）

●�

開
設
時
間
：
午
前
9
時
30
分
～
正
午

　

／
午
後
1
時
～
午
後
4
時

●�

開
設
場
所
：
御
嵩
町
役
場
北
庁
舎　

３
階

　

申
告
相
談
会
場

■
申
告
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
：

◎�

税
務
課
町
税
収
納
係　

担
当
：
大お

お
わ
き脇
・

桑く
わ
し
た下

（
内
線 

２
１
５
５
）

◎
多
治
見
税
務
署

　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２
‐
０
１
０
１

多
治
見
税
務
署
の

申
告
会
場
に
つ
い
て

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

★
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
　

　（
医
療
費
控
除
の
特
例
）
に
つ
い
て

　

健
康
の
維
持
や
病
気
の
予
防
の
た
め
、

健
康
診
断
を
定
期
的
に
受
け
る
な
ど
の

一
定
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
人
が
、

一
部
の
市
販
薬
を
購
入
し
た
時
に
控
除

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●�

対
象
：
健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾

病
予
防
の
一
定
の
取
り
組
み
を
し
て

い
る
人
が
、
薬
局
等
で
特
定
一
般
用

医
薬
品
等
（
ス
イ
ッ
チ

OTC
医
薬
品
）
を

１
２
、０
０
０
円
以
上
購
入
し
た
場
合
に

１
２
、０
０
０
円
を
超
え
る
額
（
上
限

８
８
、０
０
０
円
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

従
来
の
医
療
費
控
除
と
の
選
択
制
で
す
。

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
確
定
申
告
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
の
記
載
お
よ
び
本
人
確
認

書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必

要
で
す
。

●
必
要
な
も
の
：

◎�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
番
号
確
認

と
本
人
確
認
）

◎�

通
知
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
）
＋
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
（
本
人

確
認
）

※�

ご
自
宅
な
ど
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申

告
手
続
き
を
す
る
場
合
は
、
本
人
確

認
書
類
の
添
付
は
不
要
で
す
。
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まちづくり課まちづくり推進係（内線 2235）

　本年度よりスタートした御嵩町観光基本計画では、「日本一、中山道に身を染められる宿
場町」をコンセプトに、中山道やその宿場町を体感できる観光まちづくりを進めているとこ
ろです。
　このたび、この計画を推進するうえで重要な役割を担う「地域まちづくり会社」が、正式
に誕生することになりましたので紹介します。

～魅力ある観光まちづくりをめざした　　　　　　
　　　　　　　　取り組みが始まりました～

地域まちづくり会社が誕生します！

一般社団法人てらす
　はじめまして、一般社団法人「てらす」です。
　「てらす」は、御嵩町をよりおもしろく、より住みよい町にするため
のさまざまな事業について、住民・企業・行政と協働して企画するとと
もに、それを実施していくことを目的とした「地域まちづくり会社」です。
　人口減少を迎えた御嵩町において、町の特性を重視した、競争力と魅
力のあるまちづくりの推進を担うため、一般社団法人を立ち上げること
となりました。
　民間の視点を活かして、行政だけでは実現が困難な、競争の時代のま
ちづくりを推進していくことが、私たちの重要な役割だと考えています。
　当面は主に、御嵩町観光基本計画の推進に必要な事業の実施を軸とし
て、町の公共的団体や企業のみなさまとの連携を模索し、地域の課題を
解決するための事業計画と、事業を実施するための環境の整備などをお
こなっていきます。

【ミッション（使命）】
　創造的な手法で地域の課題を解決し、地域の社会価値向上に貢献する。

【事業内容（主なもの）】
　1. 地域観光マーケティングの普及及びまちづくりに関する事業
　2. 歴史的建造物や古民家等の維持、管理、運営、利活用に関する事業
　3. 土産類、特産物等の開発、製造に関する事業

【寄附・基金募集】
　当団体の活動にご賛同頂ける方の、寄附によるご支援を随時受け付
けています。
　また、今後、定

ていかん

款に基づく基金募集も予定しています。（基金は出資
金とは異なり、組織の支配性および投資性のあるものではありません）
　ご支援・ご協力をよろしくお願いします。
■連絡先：一般社団法人「てらす」　☎ 050-5585-5313　担当：矢

や じ ま

島

◆�発起人：矢
や じ ま

島幹
み き や

也、伊
い と う

藤良
りょうた

太、

竹
た け や

谷佳
よしのり

則
◆事務局スタッフ： 伊

い さ じ

佐治美
み え

絵
◆所在地：御嵩町内を予定

　地域まちづくり会社の最大の目的は「地域のプレイヤー同士を繋ぐこと」
にあります。観光まちづくりの主役は、地域まちづくり会社ではなく、町
民のみなさんや御嵩町で活動するプレイヤーの方々全員です。
　ぜひ、一緒に「日本一、中山道に身を染められる宿場町」をつくってい
きましょう。
■問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係　担当：佐

さ ば し

橋（内線 2235）

エリアマネジメントコンソーシアム「てらす」
/TERASU Area Management Consortium

▼ �写真左から、竹谷さん、伊藤さん、伊佐治
さん、矢島さん

まち会社に期待する役割は地域のプレイヤー同士を繋ぐこと

地域づくり
活動団体

高校、大学
など教育機関

飲食店や
商店

空き家など
地域資源所有者

地域住民や
町外住民

金融機関など
各種法人御嵩町や岐阜県

など公共団体

地域まちづくり会社の役割
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◆
御
嵩
町
の
飲
酒
量
は
多
い

　

御
嵩
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
受
け
て

い
る
特
定
健
診
の
問
診
に
よ
る
と
、
１
日
１

～
３
合
以
上
と
多
く
の
人
が
飲
酒
習
慣
が
あ

り
、
ま
た
県
平
均
と
比
べ
て
も
１
人
あ
た
り

の
飲
酒
量
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
特
定
健
診
受
診
者
（
集
団
）
の

う
ち
、
１
回
に
２
合
以
上
飲
酒
す
る
と
回
答

さ
れ
た
人
に
、
さ
ら
に
飲
酒
習
慣
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
者
の
血
液
検
査
結

果
を
見
て
み
る
と
、
67
名
中
、
12
名
が
尿

に
ょ
う
さ
ん酸

が
7.5
以
上
の
要
受
診
勧か

ん
し
ょ
う奨
者
で
あ
り
、
13

名
が
肝
機
能
（
ガ
ン
マ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）
が
100
以

上
と
要
受
診
勧
奨
者
で
し
た
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
主
な
健
康
問
題
と
し

て
、
①
脳
血
管
障
害
、
②
脳
委い

し
ゅ
く縮

（
認
知
症
）

③
が
ん
、
④
虚き

ょ
け
つ
せ
い

血
性
心し

ん
し
っ
か
ん

疾
患

あ
な
た
の
飲
酒
量
、
大
丈
夫
!?

≪ 1日のお酒の適量の目安≫
　厚生労働省は、「1 日平均で純粋なアルコール成分で　

約 20g 程度」を節度ある適度な飲酒としています。

（1 日の飲酒量の目安＝純アルコール 20g 分のお酒）とは

ビール
500ml( 中ビン 1 本 )
アルコール度数 5％

日本酒
180ml （１合）
アルコール度数 15％

焼酎
原液 100ml
アルコール度数 25％

ワイン
200ml（小グラス１杯）
アルコール度数 12％

ウィスキー
60ml ( ダブル 1 杯 )
アルコール度数 43％

※この量はあくまで目安です。
※�アルコール度数によって適量

が変わります。

⑤
肝
機
能
障
害
、
⑥
膵す

い
え
ん炎

、

⑦
骨
粗
し
ょ
う
症
、
⑧
脂
質
異
常
症

⑨
高
血
圧
、
⑩
糖
尿
病

⑪
高
尿
酸
血
症
、
⑫
末

ま
っ
し
ょ
う梢

神
経
障
害

⑬
睡
眠
障
害
、
⑭
う
つ
の
増ぞ

う
あ
く悪

⑮
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症　

な
ど
と
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
と
の
関
連
が
あ
り
ま
す
。

　

身
体
に
影
響
が
及
ぶ
前
に
上
手
に
お
酒
と

つ
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

≪ 12 の飲酒のルール≫
　「健康を守るために 12 の飲酒ルール」が厚生労働省の
ガイドラインや研究成果を踏まえて、提案されています。
　ご自分や家族の飲酒習慣を振り返りましょう！

①飲酒は 1 日平均純アルコール 20 ｇ以下
②女性・高齢者は少なめの飲酒で
③赤型体質の人もお酒は少なめに
　（少量の飲酒で顔が赤くなる体質のこと）
④たまに飲んでも大酒しない
⑤食事と一緒にゆっくりと飲もう
⑥寝酒は極力控えよう
⑦週に 2 日は休肝日を設けよう
⑧薬の治療中はノンアルコール
⑨�入浴・運動・仕事前はノンアルコール 
⑩�妊娠・授乳中はノンアルコール
⑪依存症者は生涯断酒
⑫定期的に健診をしましょう

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
水み

ず
の野
（
内
線 

２
１
９
３
）

あ
な
た
の
飲
み
か
た

　

間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

普
段
何
気
な
く
し
て
い
る
、
次
の
よ
う
な

行
動
は
、健
康
を
害
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

（
よ
く
あ
る
行
動
そ
の
１
）

■�

な
か
な
か
眠
れ
な
い
の
で
、
寝
酒
と
し
て

飲
酒
し
て
い
ま
す
。

答　

寝
酒
は
寝
付
き
は
良
く
な
り
ま
す
が
、

睡
眠
の
質
を
下
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ル
コ

ー
ル
は
、
利
尿
作
用
や
、
中
途
覚
醒
の
回
数

を
増
や
す
作
用
が
あ
り
、
か
え
っ
て
目
覚
め

て
し
ま
う
の
で
、
寝
酒
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

（
よ
く
あ
る
行
動
そ
の
２
）

■�

普
段
は
あ
ま
り
飲
ま
な
い
け
ど
、
飲
み
会

で
は
多
量
に
飲
み
ま
す
。

答　

日
本
酒
１
合
を
分
解
す
る
の
に
3
～
4

時
間
か
か
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
分
解
で
き

ず
、
二
日
酔
い
す
る
よ
う
な
飲
酒
は
体
を
悪
く

し
ま
す
。た
ま
に
で
も
大
酒
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
よ
く
あ
る
行
動
そ
の
３
）

■�

ビ
ー
ル
を
飲
ま
な
け
れ
ば
痛
風
に
な
ら
な
い

と
思
っ
て
日
本
酒
や
焼
酎
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

答　

プ
リ
ン
体
が
多
く
含
ま
れ
る
ビ
ー
ル
は

痛
風
に
な
り
や
す
い
で
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル

摂せ
っ
し
ゅ取

量
が
多
い
ほ
ど
、
ど
の
お
酒
で
も
痛
風

発
作
の
リ
ス
ク
は
増
え
ま
す
。
適
量
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

保健センター（内線 2193）
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総務防災課防災安全係（内線 2207）／企画課企画調整係（内線 2227）

◆�

空
家
が
引
き
起
こ
す
問
題

　

人
口
減
少
や
既
存
の
住
宅
・
建
築
物
の
老

朽
化
な
ど
に
伴
い
、
使
わ
れ
て
い
な
い
空
家

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

家
は
放
置
し
て
お
く
と
使
用
が
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
う
し
た
家
は
、

解
体
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
多
額
の
費
用
が

か
か
る
た
め
、
さ
ら
に
放
置
さ
れ
る
と
い
う

悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
れ
ら
の
空
家
が
原
因
と
な
る
、

防
災
、
衛
生
、
景
観
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

御
嵩
町
に
も
長
期
間
適
切
な
管
理
が
な
さ

れ
ず
、
倒
壊
や
瓦
の
落
下
の
お
そ
れ
が
あ
る

も
の
、
庭
木
が
生
い
茂
り
、
通
行
や
近
隣
住

民
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
も
の
、
ゴ
ミ
な

ど
が
放
置
さ
れ
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
も
の

な
ど
、
周
辺
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
空
家
が
い
く
つ
も
存
在
し
ま
す
。

◆�

御
嵩
町
の
取
り
組
み

　

町
で
は
、
倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
危
険
と

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
の
空
家
な
ど
に
対

し
て
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
に
基
づ
き
、
行
政
指
導
等
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
所
有
者
の
所
在
調
査
な
ど

と
と
も
に
、
所
有
者
の
特
定
、
所
有
者
へ
の

空
家
の
管
理
に
関
す
る
助
言
・
指
導
な
ど
を

お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
町
の

助
言
、
指
導
を
も
と
に
４
件
の
空
家
が
所
有

者
に
お
い
て
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
危
険
な
空
家
が
無
く
な
る
よ

う
、
今
後
も
継
続
し
て
空
家
の
適
正
な
管
理

を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

◆
家
の
終し
ゅ
う
か
つ活

と
は
…

　

人
生
の
終

し
ゅ
う
ま
つ末
を
周
囲
に
な
る
べ
く
迷
惑
を

か
け
ず
に
、
ま
た
本
人
の
希
望
に
添
っ
た
も

の
に
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
・
計
画

を
し
て
お
く
「
終
活
」
と
い
う
言
葉
が
一
般

的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
家
に
つ
い
て

も
「
終
活
」
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
は
住
人
の
施
設
入
居
や
長
期
入
院
、
死

亡
な
ど
に
よ
り
、
あ
る
日
突
然
、
空
家
に
な

り
放
置
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
住
人
の
い
な
く
な
っ
た

家
は
「
相
続
者
が
住
む
」、「
貸
す
」、「
売
却

す
る
」、「
撤て

っ
き
ょ去
す
る
」
な
ど
の
選
択
肢
の
な

か
か
ら
適
切
な
処
遇
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
日

頃
か
ら
ご
家
族
、
親
類
と
相
談
、
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
防
災
安
全
係

担
当
：
金か

ね
こ子

（
内
線 

２
２
０
７
）

■
空
家
の
管
理
な
ど
に
困
っ
た
ら
・
・
・

●
空
家
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

空
家
の
所
有
者
等
を
対
象
に
、
適
正

管
理
や
活
用
（
売
買
・
賃
貸
）、
解
体
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
で
き
る
空

家
の
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料

○
空
家
を
売
り
た
い
、
貸
し
た
い

○
空
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
い

○
空
家
の
管
理
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か

○
空
家
を
壊
し
た
い

○
空
家
に
居
住
し
た
い
な
ど

�「
空
家
・
す
ま
い
総
合
相
談
室
」

　
（
岐
阜
県
住
宅
供
給
公
社
内
）

◎�
相
談
窓
口
の
開
催
日

　

毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
1
時
～
午
後
4
時

　

☎
０
５
８
４
‐
８
１
‐
８
５
１
１　

　

※
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
制
で
す
。

　

予
約
受
付
：
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

放
っ
て
お
け
な
い

　
　
　
　
放
っ
て
お
か
な
い
　
空
家
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
家
の
終

し
ゅ
う
か
つ活
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
～

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
　「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

　

お
持
ち
の
物
件
を
「
売
り
た
い
」「
貸

し
た
い
」
と
い
う
人
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
物
件
登
録
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

物
件
は
、
所
定
の
様
式
で
申
請
後
、
町

の
現
地
調
査
な
ど
を
経
て
、
専
用
サ
イ
ト

で
公
開
し
ま
す
。

◎
物
件
等
の
要
件

戸
建
て
住
宅
・
店
舗
・
土
地

空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
で
き
ま
す
！

◎�

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
物
件
は
除
き
ま
す
。

①�

著
し
く
老
朽
化
し
て
い
る
と
判
断

さ
れ
る
も
の

②�

専
属
専
任
媒
介
契
約
を
結
ん
で
い

る
物
件

※�

相
続
や
所
有
権
以
外
の
権
利
設
定
や
共
有
名

義
の
場
合
は
権
利
関
係
者
全
員
の
承
諾
が
な

い
と
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
内
容
や
わ
か
ら
な
い
点
な
ど

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
企
画
調
整
係

　

担
当
：
丹に

わ羽
（
内
線 

２
２
２
７
）

OK!
※�

専
属
専
任
媒
介
契
約
と
は
…
売
却
活
動

の
全
般
を
１
社
に
任
せ
る
契
約
の
こ
と
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住民環境課環境整備係（内線 2125）

　私たちが生活しているうえで、どうしても、毎日出てくるものがごみです。そのごみをどう
処理するかで、それがただの「ごみ」になってしまうか、「資源」になるかが分かれることに
なります。プラスチック製容器包装や使用済み小型家電の資源化にご協力ください。

■大事な資源！　使用済み小型家電のリサイクルにご協力を

【金属類の回収量】
　平成 28 年 1 月～平成 28 年 12 月　2,330kg
　平成 29 年 1 月～平成 29 年 12 月　7,040kg

【収集場所・収集時間】
　御嵩町役場、上之郷・中・伏見出張所の開庁時間に、設置してある専用ボッ
クスに入れてください。※回収品目が入らない場合は、職員にお声かけください。

■�問い合わせ：住民環境課環境整備係　担当：三
み の

野・小
お ぎ そ

木曽（内線 2125）
　出典：株式会社橋本 / 経済産業省ウェブサイト / 日本容器包装リサイクル協会から

混ぜればごみ 分ければ資源
分別収集にとりくもう！

■プラスチック製容器包装

年度 平成 27 年
（1 月～ 12 月）

平成 28 年
（1 月～ 12 月）

平成 29 年
（1 月～ 12 月）

収集量総量 81,000 77,950 78,530
不適合物量 8,390 7,330 7,530
不適合物割合 10.36％ 9.40％ 9.59％

（単位：㎏）
　町では、ごみの減量と資源の再利用を推進するために、平成
26 年 6 月からプラスチック製容器包装の収集を開始しました。
しかし、「不適合物」と呼ばれる回収の対象でないものの混入
も少なくありません。
　手作業での選別はとても大変で、製品への効率のよいリサイ
クルの妨げになってしまいます。あらためて、プラスチック製
容器包装の正しい分別方法と出し方についてご確認ください。

※�プラマークを目印にして
ください！【プラスチック製容器包装収集品目】

① 袋・ラップ類 ② ボトル・チューブ類 ③ カップ・パック類 ④ トレイ類 ⑤ 発泡スチロール類

　※これらの他に、レジ袋、ペットボトルのフタ、保護シートなども該当します。

　みなさんが利用している小型家電には、アルミ、鉄、レアメタル等のリ
サイクルできる金属類が多く含まれているにも関わらず、今までごみとし
て処理されて埋め立てられていましたが、平成 25 年に小型家電リサイク
ル法が施行され、貴重な資源の回収が始まりました。
　平成 29 年 4 月からは、「限定された 20 品目の小型家電」から「電気・
電池で稼働する製品（テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類
乾燥機・木材が使用されている家電製品を除く）」に回収品目が広がりま
した。回収された使用済み小型家電は、工場にて破砕後、金属類を回収し、
原材料としてリサイクルされます。また、小型家電に含まれる金属以外の
プラスチックの部分なども再生されています。

※�回収品目は不燃ごみではなく、
回収ボックスへ！

ぼくも
リサイクル

かんばるぞ！

※不適合物の割合は 10％程度となっています
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介護予防事業　夢いろ体操（ＭＴＫ４８）
　　　　　　　　いきいき体操教室の紹介
◆夢いろ体操、ＭＴＫ４８とは
　町では、高齢者の介護予防のために平成 24 年度に東濃実業高校生活文化科の学
生と一緒に、オリジナル介護予防体操「夢いろ体操」を作成しました。翌年 4 月
にこの体操を広く周知するための周知隊「MTK48」を結成しました。現在の登録
メンバーは約 70 名。50 ～ 80 歳代のみなさんが参加しています。
　主な活動は、月に 2 回の公民館等での公開練習や、よってりゃあみたけなどの
イベントで体操を披露しています。昨年 12 月には、わいわい館マルシェで、東濃
実業高校吹奏楽部の生演奏のなか、会場のみなさんと夢いろ体操を踊りました。
　「MTK48」は御嵩町に在住・在勤・在学ならどなたでも参加できます。「夢いろ
体操」を通じて一緒に御嵩町を盛り上げていきましょう。

地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

地域包括支援
センター

（高齢者なんでも相談窓口）

◆いきいき自主運動教室のお知らせ
　介護予防、閉じこもり予防、認知予防を目的とした運動教室が、町民のみなさんによる自主運営で開催されて
います。対象は 65 歳以上の高齢者で、運動ができる人です。町内各所にて開催していますので、開催場所や開
催日の都合がよい教室を選んで、地域のみなさんと一緒に運動しましょう！
　参加者を随時募集していますので、教室に参加したい人は、保険長寿課高齢福祉係までご連絡下さい。

教　室　名 開 催 日 時  間 内  容
いきいき自主教室 美佐野集会所 第 2・4 水曜日 13:30 ～ 15:00 ストレッチ・エアロビ等

いきいき自主教室 御嵩公民館 毎週火曜日 10:00 ～ 11:30 ストレッチ・エアロビ等

男性のための自主教室 御嵩公民館 第 1・3 木曜日 10:00 ～ 11:30 ストレッチ・エアロビ等
初めて、久しぶりの方の自主教室
御嵩公民館 第 1・3 金曜日 10:00 ～ 11:00 ストレッチ・エアロビ等

ストレッチ自主教室 御嵩公民館 第 1・3 金曜日 13:30 ～ 15:00 ストレッチ・エアロビ等

ポールウォーキング自主教室 御嵩公民館 第 2・4 金曜日 13:30 ～ 14:30 ポールウォーキング

いきいき自主教室 御嵩町役場 第 2・4 火曜日 10:00 ～ 11:30 ３Ｂ体操・音楽療法等

いきいき自主教室 南山台東集会所 第 2・4 火曜日 13:30 ～ 15:00 ３Ｂ体操・音楽療法等

ポールウォーキング自主教室 中公民館 第 1・3 火曜日 13:30 ～ 14:30 ポールウォーキング
ダンス de 介護予防！ 御嵩町役場
　（※役場が使用できないときは中公民館） 第 1・3 木曜日 14:00 ～ 15:15

（※ 14:45 ～ 16:00） ダンス

いきいき自主教室 中公民館 第 2・4 金曜日 10:00 ～ 11:30 ストレッチ・エアロビ等

いきいき自主教室 老人憩いの家① 毎週月曜日 10:00 ～ 11:30 ストレッチ・エアロビ等

いきいき自主教室 老人憩いの家② 第 2・4 木曜日 10:00 ～ 11:30 ストレッチ・エアロビ等

いきいき自主教室 大庭台集会所 第 2・4 水曜日 10:00 ～ 11:30 ストレッチ・ダンス等
体をしっかり伸ばす自主運動教室
伏見公民館 第 1・3 金曜日 13:30 ～ 15:00 ストレッチ・エアロビ等

いきいき自主教室 伏見公民館 第 2・4 水曜日 10:00 ～ 11:30 ストレッチ・エアロビ等

いきいき自主教室 稲荷台集会所 第 2・4 木曜日 13:30 ～ 15:00 ストレッチ・エアロビ等

いきいき自主教室 本郷集会所 第 1・3 水曜日 13:30 ～ 15:00 ヨガ

　※公民館の都合などで、開催日が変更になる場合があります。

　■問い合わせ：保険長寿課高齢福祉係　担当：中
な か ね

根　（内線 2172）

2 月 7 日（水） 13:30 ～ 14:30 御嵩公民館

2 月 22 日（木） 10:00 ～ 11:00 中公民館

3 月 16 日（金） 10:00 ～ 11:00 伏見公民館

3 月 26 日（月） 13:30 ～ 14:30 役場北庁舎 3 階

　●ＭＴＫ 48 公開練習会のご案内　（2 月・3 月分）
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環境モデル都市推進室（内線 2232・2233）

2020 年　第 71 回全国植樹祭に向けて
水と緑の森づくり　“みーもの松”を育てよう
　　　　　　　　プロジェクトが始まりました！！
　御嵩町シンボルキャラクターのミーモくんは、島根県にいる同じ名前
の「みーもくん」と平成 28 年 4 月 29 日に島根県でおともだち協定を
結んでいます。
　おともだちになったミーモくんたちは、森を愛する者同士おたがいの
地域で森や自然を守る活動に積極的に取り組み、その活動を HP 上で紹
介しあうなど連携をおこなってきました。

　今回、協定の中にある「地球温暖化防止活動の推進」と、お互いの交
流を更に深めていく取り組みとして、「水と緑の森づくり“みーもの
松”を育てようプロジェクト」が始まりました。

　このプロジェクトは、2020 年（平成 32 年）に島根県で開催される第 71 回全国植樹祭に向けて、島根県と
御嵩町の小学校でお互いの木（島根県の木＝クロマツ、御嵩町の木＝アカマツ）を育て、苗木を通じて交流をお
こなうものです。
　互いの小学校で育てた苗は、植樹祭の折に交換し、御嵩町で育てた苗は植樹祭関連のイベント等で植えていた
だく予定となっています。
　このプロジェクトには上之郷小学校、御嵩小学校、伏見小学校の３年生に参加してもらい、平成 29 年 12 月
12 日（火）に各学校へマツの苗を配布し、校内の花壇に植樹をするセレモニーを実施しました。

　セレモニーでは、子どもたちがこのプロジェクトにつ
いて説明を受けた後、ミーモくんから委嘱状を受け取り
ました。また、可茂森林組合や町内森林ボランティア水
土里隊のみなさんからマツの植え方、育て方を教えてい
ただきながら、実際に花壇に植えていきました。
　子どもたちからは「3 年後に島根県に贈ることができ
るようにしっかり苗を育てていきます」「この苗がどれだ
け大きくなるのか楽しみ」との感想をいただきました。

　今後は、島根県の小学校と苗の生長や、学校での出来事などを年に４回程
度交流をしながら苗を育てていきます。みんなで松を大きく育てよう！

■問い合わせ：環境モデル都市推進室　担当：山
やまぐち

口（内線 2233）

取り組み�

▲ 委嘱状を手渡すミーモくん（伏見小） ▲ 松を植える子どもたち（御嵩小） ▲ 松を植える子どもたち（上之郷小）

▲ みんなで記念撮影。大きく育ててね！
　 （上之郷小）
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環境モデル都市推進室（内線 2232・2233）

　町内事業所の環境活動を紹介します

環境モデル都市の
シリーズ

　町内の企業・事業所が実施する CO₂削減に向けた先進技術や活動事例を順次紹介しています。

　社会福祉法人慈恵会は、昭和62年に法人設立、翌年昭和63年4月に美濃加茂市下米田町にて特別養護老人ホー
ム「さわやかナーシングビラ」を開設したのが始まりで、現在は美濃加茂・川辺・御嵩・可児・坂祝・下呂の 6
エリアを拠点として、40 事業所を構え社会福祉事業を展開しています。
　御嵩エリアは、井尻地内にて、平成 10 年 4 月養護老人ホーム「さわやか長楽荘」の開設を皮切りに、平成
11 年 11 月に在宅介護支援センター、デイサービスセンター、平成 12 年 5 月にさわやかグループホームみたけ、
平成 13 年 11 月に特別養護老人ホーム「さわやかナーシングみたけ」を開設しています。
　平成 16 年 4 月に伏見地区高倉団地内にて「さわやかデイサービスセンター伏見」を開設し、現在は法人の理
念である『利用者の立場に立った保健福祉サービス、地域に対する専門知識技術の提供』を全職員が念頭におい
て、地域のみなさまに望まれるサービスを考え、先駆的な福祉事業に取り組むべく努力しています。

■環境保全活動の実施
　�　平成 28 年 5 月に御嵩町と「環境の保全と創造に関する協定」を締結し、毎月１回、施設利用者様と職員が

一緒になって地域清掃活動を実施しています。私たちの住む町、勤務する町が、右下の写真のように自然豊か
でいつまでもきれいな町であるようにと願い、地域貢献活動を続けていきたいと考えています。

　社会福祉法人　慈
じ け い か い

恵会　御嵩エリア

２月は『省エネルギー月間』です！

▲ さわやか長楽荘 ▲ ナーシングみたけ ▲ グループホームみたけ ▲ デイサービス伏見

◀ 

５
月
19
日
清
掃
活
動

◀ 

11
月
16
日
清
掃
活
動

家庭の用途別エネルギー消費の例と省エネのポイント
暖房がポイント
・温度設定を低めにする
・効率の良い暖房機に替える
・住宅の断熱リフォームをする

照明・家電がポイント
・冷蔵庫の庫内温度を高めに設定する
・白熱電球を LED 電球に替える

給湯がポイント
・家族が続けて入浴、追い炊きをしない
・節水型シャワーヘッドに替える
・省エネタイプの給湯器にする

自動車がポイント
・なるべく鉄道やバスを利用する
・エコドライブを実施する
・燃費の良い自動車に替える

世帯A

世帯D

世帯 B

世帯C

照明・家電

照明・家電

照明・家電

自動車暖房

自動車

自動車給湯

給湯

給湯

照明・家電

厨房
冷房

冷房
給湯

厨房

冷房

暖房

暖房

厨房 冷房

　家庭のエネルギー消費は、それぞれ
の家庭で大きく異なります。
　それに加え、世帯に高齢者や乳幼児
が含まれるか、在宅時間や勤務形態、
ライフスタイルによって大きな影響が
あると考えられます。
　左図グラフに示すように、それぞれ
の家庭で省エネの重点ポイントは異な
ります。効果的に省エネを進めるには、
自分の世帯が何に多くエネルギーを消
費しているかを知ることが大切ですね。
■問い合わせ：環境モデル都市推進室

　担当：早
はやかわ

川・橋
はしぐち

口（内線 2233）厨房

暖房

13 ほっと みたけ　2018.2



中山道みたけ館（☎ 67-7500）／企画課企画調整係（内線 2227）

自分らしさを
実現できる町

　昨年の流行語大賞に「忖
そんたく

度」が選ばれました。
本来の意味は「他人の気持ちをおしはかること」
ですが、最近は「上司・政権にすり寄り、正義を
曲げて保身を図る」という意味に変容しました。
　では、忖度をするのは男性と女性とでどちらが
多いのでしょうか。私の企業・コンサルティング
経験からは、男性が保身に走る傾向が強いと思い
ます。
　さて、日本経済をけん引してきた大企業では、
データ改ざんの不祥事が続き、技術立国日本は残
念ながら世界的に信用を失いました。優秀な社員
が、企業ぐるみの不正に全く気付かないとは考え
られず、上司に忖度して指摘できなかった可能性
が高いと思われます。
　ちなみに、上場企業役員の女性比率は日本 3.4％

（フランス 34.4％、米国 17.9％）、同管理的職業

は日本 12.5％（フランス 31.7％、米国 43.4％）
と低くなっています。また、男女共同参画国際総
合比較では、日本が 144 か国中 111 位です。
　正しい経営・行政運営には、バランスのとれた
男女構成比率が必要と考えられます。
男女共同参画懇話会委員　高

たかはし

橋勝
かつひこ

彦（謡坂）
■問い合わせ：企画課企画調整係　担当：安

あんどう

藤
　（内線 2227）

「適正な男女参画社会が正義を導く」
御 嵩 町 男 女 共 同 参 画 懇 話 会

　

今
も
昔
も
、
旅
行
の
目
的
と
し
て
「
名め

い
し
ょ所

旧き
ゅ
う
せ
き

跡
」
を
訪
ね
る
こ
と
が
、
旅
の
醍だ

い
ご
み

醐
味

の
ひ
と
つ
で
す
。
現
代
は
、
旅
行
ガ
イ
ド

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
軽
に
目
的
地
を

調
べ
る
の
も
簡
単
な
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昔
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
に
な
る
と

庶
民
の
あ
い
だ
に
も
「
旅
」
が
広
ま
り
、「
お

伊
勢
参
り
」
や
「
善
光
寺
参
り
」
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
信
仰
を
対
象
と
し
た
「
旅
」

が
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

当
然
、
車
や
新
幹
線
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

道
中
の
「
名
所
旧
跡
」
を
訪
ね
た
り
、
そ

の
土
地
の
「
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
み

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
は
、
今
も
昔
も
変

わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

で
は
、
江
戸
時
代
の
人
々
は
「
旅
」
に
関

す
る
情
報
を
、
ど
の
よ
う
に
集
め
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
？
実
は
、
江
戸
時
代
に
旅
の

お
供
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
の
が
「
道ど

う
ち
ゅ
う
き

中
記
」

で
し
た
。「
道
中
記
」
は
、現
代
で
い
う
「
旅

行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
で
す
ね
。
情
報
が
豊

富
で
は
な
い
な
か
、
当
時
の
人
た
ち
に
と
っ

て
は
、
こ
う
し
た
「
道
中
記
」
か
ら
得
ら

れ
る
情
報
は
と
て
も
貴
重
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
宝ほ

う
れ
き暦

5
年
（
１
７
５
６
）
に
発
行

さ
れ
、
中
山
道
沿
い
の
各
宿
場
を
紹
介
し

た
「
岐き

そ蘓
路じ

安あ
ん
け
ん見
絵え

ず図
」
と
い
う
道
中
記

を
見
て
み
る
と
、
現
在
の
御
嵩
町
あ
た
り
を

紹
介
し
た
ペ
ー
ジ
で
「
可
児
の
大
寺
。
こ
の

あ
た
り
可
児
郡
な
れ
ば
、か
く
名
付
け
ら
し
。

本
尊
薬
師
、
伝で
ん
ぎ
ょ
う
だ
い
し

教
大
師
作
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、「
願
興
寺
」
が
「
可
児
の
大
寺
」
と
呼

ば
れ
、
こ
の
あ
た
り
の
名
所
で
あ
る
こ
と
が

絵
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
2
年
（
１
８
０
５
）
発
刊
の

「
木き

そ

じ
曽
路
名め

い
し
ょ所
図ず

え会
」
に
は
、見
開
き
で
「
願

興
寺
」
が
大
き
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
も
、「
願
興
寺
」
が
名
所
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。き
っ
と
多
く
の
旅
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
、

「
願
興
寺
」
を
参
拝
し
、そ
し
て
ま
た
旅
立
っ

て
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
…
。

　

こ
れ
ら
の
道
中
記
た
ち
は
、
中
山
道
み
た

け
館
で
2
月
24
日
（
土
）
か
ら
開
催
の
企
画

展
で
紹
介
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

担
当
：
栗く

り
や
も
と

谷
本　

☎ 

６
７
‐
７
５
０
０

御
嵩
町
の
文
化
財

　

大
寺
山
願
興
寺
⑲　

旅
の
名
所
と
し
て
も
紹
介
さ
れ
て
き
た
願
興
寺

▼木曽路名所図絵（教育委員会所蔵）

3.4%

34.4%

17.9%
12.5%

31.7%

43.4%

日本 フランス アメリカ

上場企業の役員・管理的職業の女性割合

■役員の女性割合　■管理的職業の女性割合
日本　 　　　　フランス　　 　　　アメリカ

3.4％

12.5％

34.4％

43.4％

17.9％

31.7％

　出典：内閣府男女共同参画局ホームページより

▲岐蘓路安見絵図（教育委員会所蔵）
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▲出初式で訓示をする日
ひ え い

江井団長（写真中央）

15 ほっと みたけ　2018.2

総務防災課防災安全係（内線 2206）

◇
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

�
功
績
章

【
第
1
分
団
副
分
団
長
】
小お

ぐ
り栗

秀し
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

【
第
2
分
団
副
分
団
長
】
名な

く
ら倉

和か
ず
ひ
ろ裕

【
第
3
分
団
副
分
団
長
】
渡わ

た
な
べ邉

恭や
す
ひ
さ久

【
第
4
分
団
副
分
団
長
】
吉よ

し
だ田

哲て
つ
や也

◇
中
濃
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
協
会
長
表
彰（

伝
達
）

�
功
績
章

【
第
1
分
団
分
団
長
】
可か

に児
美み

き
ひ
ろ

樹
尋

【
第
4
分
団
分
団
長
】
板い

た
づ津

好よ
し
あ
き昭

◇
可
児
郡
消
防
協
会
長
表
彰

�
優
良
章

【
第
1
分
団
部
長
】
和わ

だ田　

純
じ
ゅ
ん

　
【
同　

班
長
】
土つ

ち
も
と本
雄ゆ

う
す
け介

【
第
2
分
団
部
長
】
鈴す

ず
き木

英ひ
で
あ
き亮

／
生い

こ
ま駒

佳よ
し
ひ
さ久

【
第
3
分
団
部
長
】  

林
は
や
し　

勇ゆ
う
き気

／
丹に

わ羽
英ひ

で
ひ
と仁

【
第
4
分
団
部
長
】
大お

お
が鋸

秀し
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎

�
勤
労
章
（
10
年
表
彰
）

【
第
2
分
団
副
分
団
長
】
名な

く
ら倉

和か
ず
ひ
ろ裕

【
第
3
分
団
副
分
団
長
】
渡わ

た
な
べ邉
恭や

す
ひ
さ久

【
第
1
分
団
部
長
】
嵯さ

が峨
徳の

り
ひ
さ久
／
和わ

だ田　

純
じ
ゅ
ん

　
【
同　

班
長
】
纐こ

う
け
つ纈
泰た

い
し史

【
第
2
分
団
部
長
】
徳と

く
ま
る丸　

淳
じ
ゅ
ん
／
古こ

や屋
武た

け
ゆ
き幸

鈴す
ず
き木
英ひ

で
あ
き亮

　
【
同　

団
員
】
須す

み美
幸ゆ

き
の
り紀

【
第
3
分
団
部
長
】  

林
は
や
し　

勇ゆ
う
き気

／
丹に

わ羽
英ひ

で
ひ
と仁

　
【
同　

団
員
】
山や

ま
し
た下

憲け
ん
い
ち一

【
第
4
分
団
部
長
】
大お

お
が鋸
秀し

ゅ
う
た
ろ
う

太
郎

 

◇
御
嵩
町
長
表
彰

�
勤
労
章

【
第
1
分
団
班
長
】
鍵か

ぎ
や
ま山　

司
つ
か
さ

／
平ひ

ら
い井

寿と
し
か
ず和

【
第
2
分
団
班
長
】
奥お

く
む
ら村
竜た

つ
や也
／
丹に

わ羽
祥し

ょ
う
じ慈

【
第
3
分
団
班
長
】
若わ

か
お尾
友と

も
ゆ
き之

【
第
4
分
団
部
長
】
須す

み美
裕ひ

ろ
や矢

　
【
同　

班
長
】
土つ

ち
や屋

豊と
よ
お雄

◇
御
嵩
町
消
防
団
長
表
彰

�
優
良
章

【
第
1
分
団
班
長
】
佐さ

が賀
亮あ

き
ひ
こ彦

　
【
同　

団
員
】
井い

ざ
わ澤

貴た
か
の
り誠

【
第
2
分
団
班
長
】
神じ

ん　

和か
ず
し志

　
【
同　

団
員
】
安あ

ん
ど
う藤

裕ひ
ろ
ゆ
き之

【
第
3
分
団
班
長
】
佐さ

ば
し橋

良り
ょ
う
た太

【
第
4
分
団
部
長
】
金か

ね
こ子

佳よ
し
ふ
み史

　
【
同　

班
長
】
亀か

め
が
い谷

佳よ
し
ひ
ろ宏

�
精
勤
章

【
第
1
分
団
班
長
】
土つ

ち
も
と本
雄ゆ

う
す
け介
／
鍵か

ぎ
や
ま山　

司
つ
か
さ

平ひ
ら
い井
寿と

し
か
ず和

　
【
同　

団
員
】
桑く

わ
し
た下
浩ひ

ろ
ふ
み史
／
日ひ

び

の
比
野
貴た

か
ふ
み文

【
第
2
分
団
団
員
】
小お

ぐ
り栗
宏ひ

ろ
き紀
／
仲な

か
む
ら村
力り

き
や也

／
遠え

ん
ど
う藤　

洋
ひ
ろ
し
／
渡わ

た
な
べ邉
純じ

ゅ
ん
き基
／
加か

と
う藤
雅ま

さ
し史

【
第
3
分
団
班
長
】
篭か

ご
は
し橋

達た
つ
や哉

　
【
同　

団
員
】
成な

る
せ瀬

達た
つ
や也

／
伊い

と
う藤

嘉よ
し
な
り成

／

　

北き
た
だ田
桂け

い
た
ろ
う

太
郎
／
祖そ

ぶ

え
父
江
健け

ん
し
ろ
う

士
郎

【
第
4
分
団
班
長
】
石い

し
い井
進し

ん
い
ち一

　
【
同　

団
員
】
早は

や
か
わ川
将し

ょ
う
へ
い
平
／
古ふ

る
た田
良り

ょ
う
た太
／

　

渡わ
た
な
べ辺
領む

ね
ひ
ろ大
／
山や

ま
ぐ
ち口
高た

か
ふ
み文

■�

問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
防
災
安
全
係

担
当
：
板い

た
や屋

（
内
線 

２
２
０
６
）

◇
平
成
28
年
度 

退
職
団
員
報
償
（
伝
達
）

�
消
防
庁
長
官
退
職
消
防
団
員
報
償（
銀
杯
）

【
前
団
長
】
長な

が
せ瀬

邦く
に
お夫

�
岐
阜
県
知
事
退
職
消
防
団
員
報
償
（
楯
）

【
前
第
２
分
団
分
団
長
】
平ひ

ら
た田

祐ゆ
う
じ二

【
前
第
１
分
団
部
長
】
山や

ま
ぐ
ち口　

厚
あ
つ
し

【
前
第
４
分
団
部
長
】
奥お

く
む
ら村
一か

ず
や也

◇
岐
阜
県
知
事
表
彰
（
伝
達
）

�
知
事
旗

【
御
嵩
町
消
防
団
】

�
永
年
勤
続
功
労
章

【
御
嵩
分
署
消
防
司
令
補
】
小こ

と
う藤

明あ
き
ひ
と仁

�
勤
続
功
労
章

【
副
団
長
】
生い

こ
ま駒　
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防火・防災への決意を新たに ･･･防火・防災への決意を新たに ･･･

消防出初式
▼ �可児川中村大橋下流でおこなわれた一斉放水
　 �8 色（黄・青・紫・ピンク・緑・赤・藍・橙）

のカラフルな水が消防車から放水されました

　１月 7 日（日）、御嵩小学校で「御嵩町消防出
で ぞ め し き

初式」
がありました。
　各表彰の授与、町長らによる閲

えつだん

団観
かんえつ

閲、消防団員によ
る分列行進、一斉放水などがおこなわれました。
　被表彰者は次のみなさんです。（順不同・敬称略）



� 保健センターだより � ■問い合わせ：保健センター
　☎ 67-2111　ＦＡＸ 67-2118

⦿�予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、受付を終了させていただきます。
　受付時間：8：30 ～ 17：15

★成人保健
行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

いきいき健康相談 毎週月曜日（祝日を除く）
　　　13：00 ～ 16：30 町内に在住している人

保健センター
精神保健福祉相談 3 月 5 日（月）

　　　13：30 ～ 15：30
⦿��申込期限：相談日の午前中まで
�＜予約制：定員 3 名＞

★予防接種　
予防接種名 日にち／受付時間 対 象 申込方法 開催場所

BCG 3 月 6 日（火）
13：00 ～ 13：20�

◎平成 29 年 8 月生まれ
◎ 1 歳未満で未接種 申込不要 保健センター

麻しん風しん
混合 1 期 3 月 7 日（水）・

3 月 14 日（水）
14：30 ～ 14：50

◎平成 29 年 2 月生まれ
◎ 2 歳未満で 1 期未接種 ⦿��申 込 期 間：2 月 26 日（ 月 ）

～ 3 月 2 日（金）
＜予約制：定員各 15 名＞

たけうちこども
クリニック麻しん風しん

混合 2 期

◎�平成 23 年 4 月 2 日生まれ～
平成 24 年 4 月 1 日生まれ

◎ 2 期未接種

水痘
（みずぼうそう）

3 月 20 日（火）
13：30 ～ 14：00 ◎ 1 歳から 3 歳未満で未接種

⦿��申込期間：3 月 5 日（月）　
～ 3 月 9 日（金）

＜予約制：定員各 20 名＞
可児医院

不活化ポリオ ◎�接種を希望される人は、保健センターへお問い合わせください。

★母子保健
行事名 日にち／受付時間 対 象 開催場所

母子健康手帳の交付 毎週金曜日（祝日を除く）
 　　　13：00 ～ 16：30 妊婦

保健センター

赤ちゃんサークル 3 月 2 日（金）／受付   9：15 ～ 9：40 平成 29 年 11 月・12 月生まれ
予約制：2 月 23 日（金）まで

育児相談 3 月 23 日（金）／受付   9：30 ～ 11：00 0 歳～就学前まで

パクパク相談 3 月 6 日（火）／受付 13：45 ～ 14：00 平成 29 年 8 月生まれ

10 か月児相談 3 月 7 日（水）／受付   9：15 ～ 9：45 平成 29 年 4 月生まれ

1 歳 6 か月児健診 3 月 22 日（木）／受付 13：15 ～ 13：30 平成 28 年 7 月・8 月生まれ

2 歳児歯科健診 3 月 1 日（木）／受付 13：15 ～ 13：30 平成 28 年 1 月・2 月生まれ

3 歳児健診 3 月 29 日（木）／受付 13：15 ～ 13：30 平成 27 年 2 月 1 日～
　　　　　4 月 1 日生まれ
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町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

　★地域の福祉活動のために！
　可児ライオンズクラブ（高

たかやま

山英
ひ で お

雄会長）が 12 月 21 日（木）、
歳末助け合い募金 5 万円を町へ寄付してくださいました。
　当日は、高山会長をはじめ、幹事の橋

はしもと

本英
ひであき

昭 さんが役場を訪
れました。高山会長の「地域の福祉のために役立ててください」
という言葉に、渡

わたなべ

邊町長は「大変ありがたいです。有効に使わ
せていただきます」とお礼を述べました。
　可児ライオンズクラブのみなさん、どうもありがとうござい
ました。

　★特別展「重要文化財　十二神将展」の来場者が
                                                            １万人を突破！！
　中山道みたけ館で開催された特別展「重要文化財　十二神将展」
が、12 月 17 日に大盛況の内に閉幕しました。42 日間の会期中の
来場者数は10,227人で、施設の開館以来、最多の動員となりました。
　町内はもとより東海地方一円、さらには関東・関西方面など遠方
からのお客様もあり、なかには十二神将像の彫刻美に魅了され、何
度も足を運ぶ人の姿も見られました。
　訪れた人からは「御嵩にこんなに素晴らしい仏像があるとは知り
ませんでした」や、「至近距離でじっくりと仏像を見学できて感激
しました」、「もっと沢山の人に知ってほしい」などの感想が聞かれ
ました。

　★子どもたちに・・・　絵本を寄贈！
　町内幼稚園、学校法人杉山第三学園みたけ幼稚園から、子
どもたちへ絵本 5 冊がプレゼントされました。これは、創設者
杉
すぎやま

山令
れいじょう

肇前理事長が幼児教育の道を歩みはじめて 65 周年を
記念して、みたけ幼稚園の建学の精神である「ありがとう、
ごめんなさいが素直にいえる子」というテーマで広く公募し
て、絵本製作を手掛けたものです。
　絵本は「おばけのリーフ」という題で、「ごめんね」といえ
なかった主人公の男の子と、かわいいお化けのお話しです。
　この絵本は、各小学校と中山道みたけ館（図書館）で貸し出
して皆に読んでもらえるようになっています。

▼ 左から杉
すぎやま

山一
か ず お

夫みたけ幼稚園長、寺本副町長

▼ 左から高山さん、渡邊町長、橋本さん

　★監査事務功労者総務大臣表彰を受賞されました
　御嵩町代表監

か ん さ

査委員の永
な が せ

瀬俊
しゅんいち

一さん（西屋敷）が、監
査事務功労者総務大臣表彰を受賞され、12 月 19 日に伝
達式をおこないました。
　永瀬さんは、平成 18 年から町の代表監査委員を務め、
現在 3 期目で 11 年にわたり町の監査に貢献頂いており
ます。その功績が認められ今回の受賞となりました。
　永瀬さんは、「最初は１期だけとの思いで引き受けまし
たが、早いもので 3 期も務めさせてもらいました。また、
自分自身も良い勉強になり、このような表彰まで頂くこ
とができ、とても光栄です」と語りました。

17 ほっと みたけ　2018.2



町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

　★株式会社ワゴーパッケージテクノから
　　　　　　　　　　　　　　50 周年を記念して寄付！
　平芝工業団地にある株式会社ワゴーパッケージテクノ

（羽
は た の

田野道
みちあき

明代表取締役）が設立 50 周年を迎え、10 月 14 日（土）、
50 万円を町へ寄付してくださいました。
　設立 50 周年の記念祝賀会では、羽田野代表取締役から、「50 周
年を記念して地域のみなさまに感謝の意を込めて寄付をさせてい
ただきます」というお言葉をいただき、渡

わたなべ

邊町長は「大変ありが
たいです。福祉のために大切に使わせていただきます」とお礼を
述べました。
　町ではその寄付金をもとに、１月中に保育園の園外活動に使用
する日除けテントや、子育て支援センターぽっぽかんで使用する
空気清浄機を購入しました。どうもありがとうございました。

　★東邦ガスの森で企業の森活動を開催！！
　平成 29 年 12 月 2 日（土）に御嵩町津橋の町有林「東邦ガス
の森　みたけ」において、「企業との協働による森林づくり活動」
が開催され、東邦ガス株式会社の社員さんと家族をはじめとする
約 70 名が参加しました。
　参加者はのこぎりなどを使い、除

じょばつ

伐や歩道整備などの森林整備
活動をおこない、光が入り、明るい森にすることができました。
　参加者からは「慣れないことで疲れたが、楽しかった」や、「た
くさん木を切って、やりきった感じ」、「天気がよく気持ちがよかっ
た」といった声が聞かれました。
　東邦ガス株式会社は、「企業との協働による森林づくり」に賛
同していただき、森林整備や保全活動を進めることで森林の再生
を目指しています。平成 28 年 10 月から活動を始め、今回の活
動が２回目となりました。東邦ガス株式会社のみなさん、今後も
よろしくお願いします。

　★故桃井知良医師の従六位旭日双光章受賞伝達式
　10 月 23 日に逝去された、故桃

も も い

井知
ともよし

良さんが従
じ ゅ ろ く い

六位 旭
きょくじつ

日
双
そうこうしょう

光章を授与され、12 月 19 日（火）に可児医師会館にて可児医
師会の熊

くまがい

谷豊
とよかず

一会長より医療法人忠知会 桃井病院理事長（前病院
長）西

に し の

野正
まさみち

路さんとご遺族の桃
も も い

井美
み ね こ

年子さんへの伝達式がおこな
われました。
　桃井知良さんは、平成 4 年 4 月に可児医師会の理事に就任後、
平成 14 年 4 月から副会長を務められ、平成 29 年 10 月までの長
きにわたり、会員の結束や地域医療の推進と健康教育の充実を目
指し、地域住民の健康増進に大きく貢献されました。
　また昭和 62 年 12 月から、医療法人忠知会 桃井病院院長に就
任され、町人口の高齢化が進展するなか、療養型病床の併設、訪
問診療、訪問看護の立ち上げや高齢者等へのデイケアセンターな
どの整備を進め、地域全体で高齢者等を支える体制をいち早く整
備されるなど、地域住民の保健・医療の充実発展に大きく寄与し
ていただきました。

▼ �写真左から桃井病院理事長の西野正路さん、桃井美年子さ
ん、可児医師会の熊谷豊一会長
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「自然に触れた一年間」
　今年の中保育園は、地域のみなさんのおかげで、たくさんの自然に恵まれることが
できました。昨年、保育園の畑にいたカブトムシの幼虫を、保護者が冬の間、育てて
くださり、春からその幼虫を子どもたちも一緒に飼育・観察しながら成虫に育って、
卵を産むまでの貴重な体験をすることができました。
　夏は、地域のみなさんや民生委員さんがお手伝いしてくださ
り、畑に野菜がいっぱい。毎日野菜を収穫し給食でおいしくい
ただきました。秋にはとても大きなお芋が取れて、焼き芋を焼
いてもらい何度もおかわりをして食べました。また、芋のつる
でリースを作ったり、お芋のスタンプを楽しみました。
　秋には東濃高校のお姉さんたちと一緒に高校の校庭で、どん
ぐりや、まつぼっくり、小枝を拾って楽しい時間を過ごしまし
た。冬に入り、東濃高校の校庭や地域のみなさんからいただい
た、まつぼっくりなどの自然物を使って作品を作り、どのクラ
スも年齢に合わせた素敵な作品が出来上がり、造形展で展示し
ました。
　また、夏に産まれたカブトムシの幼虫を年中児へ引き継いだ
り、いただいた紫芋でクッキングをしたりと、毎日たくさんの
自然に触れ、とても良い経験をした１年でした。この経験が、
子どもたちの心に残ってくれることを願っています。

中

保 育
園

　★御嶽宿さんさん広場の塗り直しをしました
　みたけ地域活性化委員会のみなさんが、12 月 9 日（土）
に御嶽宿さんさん広場の景観修景作業をしました。
　みたけ地域活性化委員会は、住民によるボランティア団
体で、景観づくりやひなまつりなどのイベントの運営・企
画をおこなっています。
　今回、塗り直しをした御嶽宿さんさん広場は、宿の市な
どのイベントや中山道を訪れる人に利用される施設です。
　平成 22 年の完成から 7 年が経過し、老朽化が見受けら
れていました。そこで、御嶽宿のイメージアップと賑わい
づくりをしたいと御嶽宿さんさん広場の塗装の塗り直しを
企画しました。
　当日は、メンバーをはじめ、近隣に住む住民の参加もあ
り、みなさんで交流を図りながら活動しました。

　★��食を通した健康作りに貢献し表彰！
　御嵩町食生活改善推進員として活躍されている、
児
こ だ ま

玉照
て る こ

子さん（南山台西）は、12 月 5 日（火）に
岐阜県公衆衛生協議会長表彰を受賞されました。
　児玉さんは 20 年にわたり、食生活改善推進員
として町が実施する各教室での協力や、地域での
減塩活動など、食を通した町民の健康づくりに貢
献され、今回の表彰となりました。
　児玉さんは、「これからもいろいろな活動を通し
て食の大切さを伝達し、地域のみなさんの健康づ
くりを少しでもお手伝いできればと思います」と
語られました。
　今後もますますの活躍が期待されます。

▼ �みたけ地域活性化委員会のみなさん

▲ �芋のつるでリースを作るよ

▲ �とっても素敵な作品が　
できました！

▲ �カブトムシの幼虫を　　
飼育したよ！

▲ �お姉さんたちと一緒に　
どんぐり拾いをしたよ！
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虐待かも？　と思ったら 1
いちはやく

89 番へ
　子どもたちや子育てに悩む保護者の
SOS の声をいちはやくキャッチ！
児童相談所全国共通ダイヤル：１８９

　●�お近くの児童相談所へ
　　つながります。
　●�通話料がかかります。

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課 （内線 2122・2120）

障がい者相談 2 月 2 日（金） 午後 1 時〜午後 3 時 役場北庁舎
2 階第 3 研修室

相談員による相談です。
気軽にお出かけください。

人権相談 2 月 16 日（金） 午後 1 時〜午後 4 時 みたけ会館 人権擁護委員による相談です。
気軽にお出かけください。

　住民環境課（内線 2103）

消費者相談

月曜〜金曜日
（祝日を除く）

午前 8 時 30 分〜
午後 5 時 15 分

役場本庁舎
1 階相談室

住民環境課ふれあい住民係
で受付をしてください。

※第 1・3 金曜日　午前 10 時～午後 3 時は消費生活相談員が相談を受け付けます。

行政相談 2 月 27 日（火） 午後 1 時 30 分〜
午後 3 時 30 分

役場本庁舎
1 階第 1 会議室

法律相談（弁護士） 2 月 23 日（金）  午後 3 時〜午後 7 時 役場北庁舎
2 階教育会議室

 予約制
 定員：8 名

　オアシス教室（☎ 67-7380）

教育相談
 （不登校・いじめなど）

月曜〜金曜日
（祝日を除く） 午前 9 時〜午後 5 時 オアシス教室

（中公民館内） 電話相談・来所相談

臨床心理士による
カウンセリング 

毎週火曜日
（祝日を除く）

午前 9 時〜午後 5 時 中公民館
1 階相談室

 �予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

ひとりで悩まないで！　まずはお電話ください
　家庭や仕事、DV、人間関係など、生き方に関する悩みを
電話でお聞きします。相談は無料で、秘密は固く守られます。
岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口
　「電話相談」専用ダイヤル：058-278-0858
　●�相談日：日曜～木曜日・第 1・3 土曜日（祝日、年末年始を除く）
　●�時間：午前 9 時～正午／午後 1 時～午後 5 時
※�電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。

2 月の相談日

情 報 ガ イ ド
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� �リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
  2 月の開催日：4 日（日）
  3 月はありません
時間：午前 9 時～午前 11 時
場所：役場 駐車場（庁舎裏側）

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9 時～午後 5 時
場所：あゆみ館（新木野）

� � 分別収集
　�収集時間については、朝方の 1 時間程

度です（例：午前 7 時～午前 8 時）。　
各自治会・アパートによって収集時間
が違いますので、それぞれの役員また
は分別指導員にお尋ねください。

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
御　嵩

2 月 21 日（水）
3 月 21 日（水）

中 2 月 23 日（金）
3 月 23 日（金）

伏　見 2 月 20 日（火）
3 月 20 日（火）

収集地区 分別収集日
上之郷
御　嵩

2 月　 4 日（日）
3 月　 4 日（日）

中
伏　見

2 月 18 日（日）
3 月 18 日（日）

ご み 収 集
� � 不燃ごみ（金物類・ガラス類）
� � 粗大ごみ（可燃・不燃）

収集地区 プラスチック製
容器包装収集日

上之郷
御　嵩

2 月 6 日（火）
2 月 20 日（火）
3 月 6 日（火）
3 月 20 日（火）

中
伏　見

2 月 1 日（木）
2 月 15 日（木）
3 月 1 日（木）
3 月 15 日（木）

※不燃ごみの集積所に出してください

お
知
ら
せ

◆�

交
通
遺い

じ児
激げ
き
れ
い
き
ん

励
金
・
犯
罪
被
害
遺
児

激
励
金
の
支
給

　

県
で
は
、
5
月
5
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、
交
通
遺
児
・
犯
罪
被
害
遺
児

の
み
な
さ
ん
に
激
励
金
を
お
贈
り
し
て
い
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
人
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
：
平
成
30
年
5
月
5
日
現
在
、
岐
阜

県
内
に
居
住
し
て
お
り
（
見
込
み
）、
交

通
事
故
や
犯
罪
被
害
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母

（
す
で
に
父
母
が
い
な
い
場
合
は
そ
れ
に

代
わ
る
人
）
を
亡
く
し
た
人
で
、
義
務
教

育
修
了
ま
で
の
人
お
よ
び
高
等
学
校
在
学

中（
高
等
専
門
学
校
3
年
修
了
ま
で
の
人
、

特
別
支
援
学
校
高
等
部
在
学
中
の
人
を
含

む
）
で
、
満
20
歳
未
満
の
人

　

※�

交
通
遺
児
や
犯
罪
被
害
遺
児
に
な
っ
た

あ
と
、
養
子
縁
組
し
た
人
、
も
し
く
は

父
ま
た
は
母
が
再
婚
し
、
生
計
を
と

も
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
を
除
き
ま

す
。

　

※�

犯
罪
被
害
遺
児
激
励
金
は
、
国
の
犯
罪

被
害
給
付
金
制
度
で
、
遺
族
給
付
金
の

支
給
裁
定
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

●
1
人
あ
た
り
の
支
給
額
：

　

◎
乳
幼
児
お
よ
び
小
学
生　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
、０
０
０
円

　

◎
中
学
生　
　
　

２
０
、０
０
０
円

　

◎
高
校
生
な
ど　

２
５
、０
０
０
円

　

※�

申
請
時
か
ら
高
等
学
校
な
ど
就
学
中

（
20
歳
未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
期
限
：
2
月
28
日
（
水
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

�

交
通
遺
児
激
励
金
…
総
務
防
災
課
防
災
安

全
係　

担
当
：
金か

ね
こ子

（
内
線 

２
２
０
７
）

　

犯
罪
被
害
遺
児
激
励
金
…
住
民
環
境
課　

　

ふ
れ
あ
い
住
民
係　

担
当
：
井い

ど戸

　
（
内
線 

２
１
０
３
）

情 報 ガ イ ド

○
上
下
水
道
使
用
料�

1
月
分

（
口
座
振
替
日　

2
月
26
日
）

○
保
育
料�

2
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃�

2
月
分

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

可
児
地
区
の
2
月
の
祝
日
に
診
療
可
能
な

歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

2
月
12
日
（
月
）
：
三
共
歯
科
医
院

　

可
児
市
下
恵
土　

 

☎ 
６
２
‐
４
４
８
８

※�

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●�

受
付
時
間
：�

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
神か

ん
だ田

（
内
線 

２
１
９
２
）

◆
資
源
回
収

【
中
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
】

●
日
程
：
2
月
11
日
（
日
）

※
予
備
日
：
2
月
18
日
（
日
）

【
伏
見
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
】

●
日
程
：
2
月
24
日
（
土
）

※
予
備
日
：
2
月
25
日
（
日
）

◆
社
会
体
育
施
設
利
用
団
体
登
録
説
明
会

　

こ
の
4
月
か
ら
、
社
会
体
育
施
設
の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
団
体
の
代
表
者
は
、
登
録
説

明
会
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

●
日
時
：
2
月
23
日
（
金
）
午
後
7
時
30
分
～

●
場
所
：
役
場
北
庁
舎 

3
階
中
会
議
室

●�

利
用
団
体
の
条
件
：
町
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
人
が
10
名
以
上
で
構
成
す
る
、

監
督
者
・
責
任
者
が
成
人
の
団
体
に
限
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
安や

す
い井　

☎ 

６
７
‐
５
１
９
６
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◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。
　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

担
当
：
生い

こ
ま駒
（
内
線
２
１
１
４
）

催
　
し

◆
御
嶽
宿
・
伏
見
宿
の
ひ
な
ま
つ
り

　

御
嶽
宿
お
よ
び
伏
見
宿
周
辺
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ひ
な
菓
子
づ

く
り
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ひ
な
飾
り
の
散
策
や
体
験
を
し
な
が
ら
春

の
風
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

●�

期
間
：
2
月
17
日（
土
）～
3
月
11
日（
日
）

●
展
示
会
場
：

　

◎
御
嶽
宿
周
辺（
名
鉄
御
嵩
駅
下
車
す
ぐ
）

　

◎�

伏
見
宿
周
辺
（
名
鉄
明
智
駅
か
ら
徒
歩

で
約
10
分
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
御
嶽
宿
・
伏
見
宿
の
ひ
な

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ま
ち
づ
く

り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
内
）

　

担
当
：
堀ほ

り
え江

（
内
線 

２
２
２
８
）

◆
竹
屋
資
料
館
体
験
講
座

　
「
着
物
を
着
てお

ひ
な
様
と
写
真
を
撮
ろ
う
」

　

着
物
を
着
て
七
段
飾
り
の
お
ひ
な
様
の
前

で
写
真
が
撮
れ
ま
す
。
桃
の
節
句
や
お
子
さ

ん
の
成
長
の
記
念
に
い
か
が
で
す
か
。

●
日
時
：
2
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時
の
間
い
つ
で
も

広　

告

◆
母
子
非
課
税
世
帯
の
上
水
道
料
金
助
成

　

町
で
は
、
母
子
の
み
で
生
活
し
、
町
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
、

上
水
道
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●�

対
象
者
：
町
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
未

満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
と
子
の
み

の
世
帯
で
、
平
成
29
年
度
の
町
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
人

　

�

※
同
一
家
屋
に
母
と
子
以
外
の
同
居
人
が

い
る
場
合
は
、助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●�

申
請
期
間
：
2
月
26
日
（
月
）
～
3
月
16

日
（
金
）

●�

助
成
額
：
平
成
29
年
４
月
～
平
成
30
年
３

月
に
お
い
て
、
該
当
す
る
月
分
の
町
上
水

道
基
本
料
金
（
月
額
１
、０
６
９
円
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の
：

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

・�

振
り
込
み
を
希
望
す
る
口
座
通
帳
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

・�

ア
パ
ー
ト
な
ど
に
入
居
し
て
い
る
人
は
、

水
道
料
金
の
引
き
落
と
し
通
帳
の
写
し
や

領
収
書
な
ど
、
該
当
月
分
の
水
道
料
金
の

支
払
を
証
明
で
き
る
も
の

●�

申
請
方
法
：
役
場
福
祉
課
窓
口
で
申
請
書

を
記
入
し
、
必
要
書
類
と
併
せ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●�

審
査
結
果
：
3
月
下
旬
以
降
に
審
査
結
果

を
通
知
し
ま
す
。

●
注
意
事
項
：

・�

期
間
中
に
申
請
が
な
い
場
合
や
、
上
水
道
料

金
の
滞
納
が
あ
る
人
は
助
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

・�

上
水
道
料
金
の
滞
納
が
あ
る
人
は
、
完
納

の
う
え
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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皆
さ
ま
を
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
へ
ご
招
待

し
ま
す
。
ぜ
ひ
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
へ
ご

来
園
く
だ
さ
い
。

●
入
園
無
料
招
待
期
間
：

　

2
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）

●�

利
用
方
法
：
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
、
御

嵩
町
在
住
の
証
明
が
で
き
る
も
の
を
持
参

し
、
改
札
係
員
へ
提
示
く
だ
さ
い
。（
1

人
の
証
明
で
4
人
ま
で
入
園
可
）

※�

世
界
サ
ル
類
動
物
園
、
駐
車
料
金
、
の
り

ほ
う
だ
い
券
な
ど
は
別
料
金

■�

問
い
合
わ
せ
：
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク

　

�

☎ 

０
５
６
８
‐
６
１
‐
０
８
７
０

◆
シ
ニ
ア
世
代
イ
キ
イ
キ
協
働
！

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

企
業
説
明
会

　

岐
阜
県
中
小
企
業
総
合
人
材
確
保
セ
ン

タ
ー
で
は
、シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し
た「
合

同
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
：
2
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
2
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　

※
受
付
午
後
2
時
か
ら

●�

場
所
：
多
治
見
駅
前
プ
ラ
ザ
・
テ
ラ
4
階

　

岐
阜
県
総
合
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー

　

た
じ
み
出
張
相
談
窓
口
内

　
（
多
治
見
市
本
町
１
‐
２
）

●�

対
象
：
就
業
意
欲
の
あ
る
高
年
齢
者
な
ど

●�

参
加
企
業
：
6
社

※�

同
日
午
後
1
時
か
ら
就
活
セ
ミ
ナ
ー
「
シ

ニ
ア
世
代
！
活
躍
の
極
意
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
。（
要
予
約
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
県
総
合
人
材
チ
ャ
レ

ン
ジ
セ
ン
タ
ー 

た
じ
み
出
張
相
談
窓
口

　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
５
‐
０
０
５
７

広　

告

※広告内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。
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●
場
所
：
商
家
竹
屋　

主
屋

●
対
象
：
幼
児
～
小
学
校
中
学
年

●�
申
し
込
み
：
不
要
、
当
日
来
館
さ
れ
た
順

に
受
付
し
ま
す
。

※�
着
物
は
無
料
で
レ
ン
タ
ル
。
職
員
が
着
付

け
を
し
ま
す
。
カ
メ
ラ
は
各
自
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：

　

竹
屋
資
料
館　

　

担
当
：
棚た

な
せ瀬

　

☎ 

６
７
‐
５
７
０
４

◆
町
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
８
開
催

　
「�

環
境
に
優
し
い
ま
ち
み
た
け
」　

～
未
来

へ
つ
な
げ
る　

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
～

　

た
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
ま
す
。
親
子
で
楽
し
く

エ
コ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時
：
2
月
25
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時

●�

内
容
：
リ
ユ
ー
ス
図
書
の
配
布

　

木
育
コ
ー
ナ
ー
・
子
ど
も
向
け
工
作

　

み
た
け
の
え
え
も
ん
紹
介
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

薪
ス
ト
ー
ブ
の
展
示
・
薪
割
り
体
験

　

電
気
自
動
車
の
展
示
・
試
乗
な
ど

■�

問
い
合
わ
せ
：
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
室

　

担
当
：
山や

ま
ぐ
ち口
（
内
線 

２
２
３
３
）

◆
「
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
」

　
　
　
　
　
　

 

町
民
入
園
無・
・料
招
待
！

　

昨
年
は
、
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
を
ご
愛

顧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
頃
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
御
嵩
町
民
の
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●
薬
師
祭
礼
開
催
日
：
4
月
1
日
（
日
）

●�
申
込
方
法
：
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
中
山
道
み
た
け
館
）
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
：
3
月
4
日
（
日
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

担
当
：
田た

な
か中

　

☎ 

６
７
‐
７
５
０
０
（
中
山
道
み
た
け
館
）

◆�

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
制

度
登
録
事
業
者

　

平
成
30
年
度
有
効
の
小
規
模
工
事
等
契
約

希
望
者
の
追
加
登
録
の
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

○�

「
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
制
度
」

と
は
…

　

町
内
の
小
規
模
事
業
者
が
、
町
に
受
注
を

希
望
す
る
業
務
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
す
る
こ

と
で
、
町
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
及
び

修
繕
に
つ
い
て
、
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
へ

の
登
録
が
な
く
て
も
指
名
の
対
象
業
者
と
な

る
も
の
で
す
。

○
対
象
と
な
る
工
事
等

　

内
容
が
軽
易
で
、
１
件
の
契
約
金
額
が

80
万
円
未
満
の
工
事
、
修
繕
。

○
対
象
者

　

町
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
、「
御
嵩

町
競
争
入
札
参
加
者
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
者
の
う
ち
、
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
も
の
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

①�

契
約
締
結
能
力
を
有
さ
な
い
者
お
よ
び
破

産
者

②
必
要
な
資
格
、
免
許
な
ど
を
有
し
な
い
者

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

④
暴
力
団
排
除
措
置
要
件
に
該
当
す
る
者

〇
登
録
の
方
法

　

登
録
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
付
し
、
総

務
防
災
課
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

○
登
録
の
有
効
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
（
追
加
の
た
め
１
年
間
）

○
登
録
の
受
付
期
間

　

平
成
30
年
３
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

　

※�

定
期
登
録
期
間
外
で
も
登
録
は
随
時
受

付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
財
政
係

　

担
当
：
纐こ

う
け
つ纈

（
内
線 

２
２
１
４
）

講
　
座

◆
竹
屋
資
料
館
講
座

　
「
春
を
飾
る　

蔓つ
る

ア
ー
ト
」

　

植
物
の
つ
る
を
編
ん
で
ア
ー
ト
作
品
を
作

り
ま
す
。

●
日
時
：
3
月
4
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
：
中
山
道
み
た
け
館

　

1
階　

陶
芸
教
室

●�

対
象
：
高
校
生
以
上

●
講
師
：
高た

か
は
し橋
貴き

み

え
美
枝
さ
ん

●�

参
加
料
：
１
、０
０
０
円

●�

定
員
：
10
名

●�

持
ち
物
：
剪せ

ん
て
い定

は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン

●�

申
込
締
切
：
2
月
28
日
（
水
）
ま
で

●�

申
込
方
法
：
竹
屋
資
料
館
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
竹
屋
資
料
館

　

担
当
：
棚た

な
せ瀬　

☎ 

６
７
‐
５
７
０
４

募
　
集

◆
「
御
嵩
薬
師
祭
礼
」
芸
能
役
者

　

毎
年
4
月
の
第
1
日
曜
日
に
お
こ
な
わ
れ

る
「
御
嵩
薬
師
祭
礼
」
は
、
約
千
年
に
わ
た

り
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
あ
る
祭
礼
で

す
。
こ
の
由ゆ

い
し
ょ緒
あ
る
祭
礼
の
芸
能
役
者
を
募

集
し
ま
す
。

情 報 ガ イ ド

広　

告

【募集する芸能役者（性別は問いません）】
役者名 人数 年齢など

 笛太夫 1 名 制限なし

 蝿追い 1 名 制限なし

 獅子 2 名 制限なし

 七歳稚児 1 名 平成 23 年生まれ

 五歳稚児 1 名 平成 25 年生まれ

 大拍子 1 名 小学校高学年

 下拍子 1 名 小学校低学年

 鼓役者 6 名 中学生以上
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情 報 ガ イ ド
◆自衛官
　防衛省では、自衛隊予備自衛官補と幹部候補生を募集します。

募集種目 応募資格 受付期間 1 次試験日
◎予備自衛官補

①一般公募 18 歳以上 34 歳未満の者
4 月 6 日（金）

まで
（締切日必着）

4 月 14 日（土）～ 18 日（水）
の指定する一日②技術公募

18 歳以上で保有技能に応じ、
53 歳～ 55 歳未満の者
※�保有機能、年齢制限の詳細は、お問い合わせ

ください。
◎幹部候補生

③一般
22 歳以上 26 歳未満の者
※�大卒・修士課程修了者（見込含）は資格年齢

が異なりますので、お問い合わせください。
3 月 1 日（木）

～
5 月 1 日（火）
（締切日必着）

5 月 12 日（土）・13 日（日）

④歯科
　薬剤科

専門の大学卒業者（見込み含む）
20 歳以上 30 歳未満の者
※�薬剤は 20 歳以上 28 歳未満

☆受験手続き、応募資格などの詳細は、自衛隊美濃加茂地域事務所にお問い合わせください。
〇市役所・警察・消防・自衛隊参加による公務員合同説明会を開催しています。
　①関  会 場：3 月 10 日（土）　午前 10 時～午後 3 時　わかくさプラザ多目的ホール
　②可茂会場：3 月 17 日（土）　午前 10 時～午後 3 時　可茂総合庁舎５階大会議室
　※予約不要、入退室自由
■�申込先／問い合わせ：自衛隊美濃加茂地域事務所　☎ 25-7495

広　

告

災害時の緊急情報も…

ＦＭらら
76.8 ＭＨｚ

♪メッセージ・リクエストは…
メール　rara@fm768.jp

FAX　0574-50-2882
郵便　〒 509-0294　FM らら
※郵便番号だけで届きます

　毎週火曜日 朝 8 時～ 10 時「モーニングライン」は、ＦＭららサテライトスタ
ジオ “御嵩ミーモスタジオ”（中山道御嶽宿 履物なかや店舗内） から生放送してい
ます。
◆毎週火曜日 午前 8 時 20 分～ 40 分は、御嵩町提供コーナー
　「よってりゃあ みたけ情報局」
　�役場の職員や地域のゲストが生出演して、旬な町の情報や話題をお伝えしていま

す。2 月は御嵩町のイベント案内が盛りだくさん！御嶽宿・伏見宿のひなまつり
や、環境フェアなどのご紹介を予定しています。

◆地域のラジオは、緊急災害時の大切な情報源
　日ごろから「FM らら」（周波数 76.8MHz）をお聴きいただき、非常時に備えて
ください。

御嵩町の情報をラジオで発信中！
　　　　　　　　　　　～御嵩ミーモスタジオから～

◆スマートフォンで放送を聴ける！
　「ららアプリ（無料）」
　�災害・緊急情報の文字情

報も配信しています。
ダウンロードはこ

ちらから→

■問い合わせ：企画課秘書広報係　担当：土
つ ち や

谷
（内線 2200）／ FM らら　☎ 50-2080

FM らら専用
ＱＲコード
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2 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3 火曜日》

《毎月最終金曜日》

 5 日（月）、19 日（月）、20 日（火）、
23 日（金）、26 日（月）
※ 12 日（月）は開館しています。

◆ キッズシアター
　「3 びきのこぶた」
◦日時：2 月 17 日（土）
　午後 2 時〜午後 3 時 05 分
◦場所：1 階 研修室

◆ おとなのシネマシアター
　「深夜食堂」
◦日時：2 月 18 日（日）
　午後 2 時〜午後 4 時 00 分
◦場所：1 階 研修室

◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
　�絵本や紙芝居の読み聞かせです。
　2 月はバレンタインの本を紹介し
ます。
◦�日時：2 月 3 日（土）・10 日（土）・

24 日（土）
　午後 2 時〜午後 2 時 30 分
◦場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば
　（0 歳～ 3 歳児向け）
◦�日時：2 月 13 日（火）・27 日（火）
　午前 10 時 30 分〜午前 11 時
◦場所：おはなしのへや

◆ 雑誌のリユース
◦��期間：2月24日（土）～3月4日（日）
◦�場所：1 階 エントランスホール
※�お一人 5 冊まで。持ち帰り袋をご用意

ください。取り置きはおこないません。

◆ 中山道みたけ館　ミニ展示
　「チョコっと 愛して あまーく
　愛して…♡」
　バレンタインの起源とおすすめの
本の紹介。バレンタインの木に〝想
い″を咲かせてみませんか？
◦��期間：2 月22日（木）まで
◦�場所：1 階 エントランスホール

◆ 郷土館　企画展
　�「岐

き そ

蘓路
じ

安
あんけん

見絵
え ず

図を辿
たど

って、電動アシス
ト付自転車で中山道を走ってみた！」

　�～江戸時代と現代の比較で往時を　
偲
しの

ぶ・御
み た け

嶽宿～江戸日本橋編～

◦�期間：2 月 24 日（土）
　　　　　～ 4 月 22 日（日）まで
◦場所：2 階 特別展示室

◆ 竹屋資料館　ミニ展示
　「おひな様展」
　「御嶽宿・伏見宿のひな
まつり」にあわせてひな
飾りや土びなを多数展示
します。
◦�期間：2 月 10 日（土）～ 3 月 18 日（日）
◦場所：商家竹屋　主屋

★ ★　2 月の予定　★ ★

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

：午前 9 時〜午後 5 時土・日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

中山道みたけ館�☎（0574）67-7500
　御嵩町御嵩 1389 番地 1
竹屋資料館� ☎（0574）67-5704
　御嵩町御嵩 1406 番地

中 山 道
み た け 館
開
館
時
間

　

※� 対象者 … H29 前期組：平成 28 年 10 月 ～ 平成 29 年 3 月生まれ
 　　　　　  H29 後期組：平成 29 年  ４月 ～ 平成 29 年 9 月生まれ・・・☆ただいま、後期組学級生募集中！

　　■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：渡
わ た べ

部（内線 2267）
                                    　E メール :katei@town.mitake.lg.jp

☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより ☆★☆★☆★
　教育委員会では、乳幼児の保護者のみなさんを対象に、子育ての学習と仲間作りを目的とした『乳幼児期家庭
教育学級』を設置しています。今月は次の講座を各地区でおこないます。ぜひご参加ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 2 月の講座 ～

学級名 開催日 時 間 場 所 講座の内容

みかん
（上之郷・御嵩）学級 2 月 14 日（水）

午前 10 時
～

11 時 30 分

御嵩公民館 バランスボールでリフレッシュ

中学級 2 月 2 日（金） 中公民館 英語で遊ぼう

伏見学級 2 月 6 日（火） 伏見公民館 親子で Let’s エアロビクス

0 歳児学級「あいあい」
（Ｈ 29 前期組） 2 月 1 日（木） 午前 10 時

～
11 時 30 分

御嵩公民館 ベビーヨガでリフレッシュしよう！

0 歳児学級「あいあい」
（Ｈ 29 後期組） 2 月 21 日（水） 中公民館 童謡の大切さ・楽しさを知ろう

～虹ヶ丘レインボーハーモニー～
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＜伏見児童館＞（伏見にこにこ館内）

2 月 10 日（土）カンタンおやつ作り
　　　　　　　「クレープ作り」� 午後 1 時 30 分～

2 月 14 日（水）お母さんの手作りクラブ
　　　　　　　「クッキー作り」� 午前 10 時～

2 月 24 日（土）「おひな様かざり作り」
� 午後 1 時 30 分～

2 月 28 日（水）ひよこタイム
　　　　　　「記念製作」� 午前 10 時 30 分～

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

    指定管理者：一般社団法人みたけスポーツ文化倶楽部
　中児童館    ☎ 67-0400　　御嵩町中 1960-3
　伏見児童館 ☎ 67-3625   　御嵩町伏見 1311-1
   休館日：日曜日、祝日、年末年始
   開館時間：午前 9 時～午後 5 時

★★ 2 月の予定★★

 み
んなの笑顔が集う場所

小

参

… 小学生以上

館童児
あなたの

子育てのお手伝いをします
子育て支援センター

休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始
         開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　　　☎ 67-5221　御嵩町顔戸 1176 番地 2

ぽっぽかん

申

参

申

参小

参

☆ぽっぽかんは・・・
　主に就園前のお子さんとその保護者を対象に、行事
や教室を通して子育てのお手伝いをします。
　育児相談も受け付けています。

★“親子教室”のご案内（随時会員受付中！）　
　平成 29 年度の親子教室の申し込み受付中。ぽっぽか
んへお申込みください。※町内在籍親子対象
　　

★“せいさく広場”親子で一緒に簡単な工作を楽しもう
　工作の内容「おひなさま作り」
　◆日時：2 月 7 日（水）・21 日（水）
　　午前 10 時 30 分～午前 11 時　両日とも同じ内容です。

★“おおきくなーれ”
　身長・体重の計測です。成長の記録にご利用ください。
　◆日時：2 月 19 日（月）・20 日（火）
　　午前 9 時 30 分～午前 11 時 20 分

★“誕生日会”　2 月生まれのみなさん、集合しよう！
　月に一度、その月の誕生児をみんなでお祝いします。
　お子さんの誕生月に是非ご参加ください。
　◆日時：2 月 28 日（水）
　　午前 11 時 30 分～（受付は午前 11 時まで）

★“みみちゃんタイム”（絵本の読み聞かせ）
　◆時間：午前 11 時 30 分～
　※�絵本も毎日貸出中 !!　職員に声をおかけください。

★“あそびの広場”
　各保育園で未就園児対象におこなっています。
＜ 2 月の予定＞　
   上之郷保育園 22 日（木）／ 御嵩保育園 15 日（木）
　中保育園　　　 7 日（水）／ 伏見保育園 8 日（木）

★“出前保育”をおこないます！
　みんなで遊んで楽しみながら、交流を深めましょう。
　◆日時：2 月 8 日（木）午前 10 時～午前 11 時 30 分
　◆�場所：上之郷保育園内子育てサロン（持ち物：水筒）

◎りんごコース
　平成 26 年 4 月 2 日～
　27 年 4 月 1 日生まれ
◎ 2 月 9 日（金）：記念制作
◎ 2 月 23 日（金）：新聞紙遊び
◎ 3 月 5 日（月）：合同音楽会
◎ 3 月 9 日（金）：閉級式

◎さくらんぼコース
　平成 27 年 4 月 2 日～
　28 年 4 月 1 日生まれ
◎ 2 月 14 日（水）：記念制作
◎ 2 月 26 日（月）：新聞紙遊び
◎ 3 月 5 日（月）：合同音楽会
◎ 3 月 12 日（月）：閉級式

（持ち物：シールノート・お茶、大判のハンカチ、タオルなど）
申

参

申

参小

参 申

参

申

参小

参

申

参

申

参

＜中児童館＞

2 月 3 日（土）節分あそび� 午後 1 時 30 分～
2 月 8 日（木）ひよこタイム
　　　　　　「おひな様かざり作り」
� 午前 10 時 30 分～
2 月 10 日（土）チャイルドクッキング

　　　　　( 会場：中公民館 )� 午後 1 時 30 分～

2 月 17 日（土）「ゲームあそび」� 午後 1 時 30 分～

2 月 22 日（木）ひよこタイム
　　　　　　「記念製作」� 午前 10 時 30 分～

2 月 24 日（土）　「おひな様かざり作り」
� 午後 1 時 30 分～
2 月 27 日（火）お母さんの手作りクラブ※託児あり

　　　　　　　「オイルチョークアート」� 午前 10 時～
※ �2 月 10 日（土）は、チャイルドクッキングのため 、

中児童館は休館です。
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参
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申

参

申

参小

参

申

参

申

参小

参

申

参

申

参小
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＜ 平成 29 年 12 月受付分（敬称略）＞
お悔やみ
　申し上げます お誕生

　　おめでとう

出生児名 自治会名 保護者名

小
こ す ぎ

杉 奏
そ う す け

輔 （古 屋 敷）祐 貴
利 果

伊
い と う

藤 愛
り ず

珠 （北 屋 敷）大 輔
若 菜

杉
す ぎ や ま

山 旺
お う き

希 （旭 町）貴 哉
野菜美

有
あ り た

田 榮
え い と

斗 （新 町）健 一
陽 子

深
ふ か や

谷 柚
ゆ づ き

月 （南山台東）昌 孝
未 来

柘
つ げ

植 茜
あ か ね

希 （伏 見 台）威 徳
菜奈恵

大
お お し ま

島 彩
さ え

愛 （大 庭 台） 勝
真 紀

戸籍の窓から
　死亡者名	        死亡年齢       自治会名              喪主名

篭 橋 　 彰  74 歳（北 屋 敷）篭 橋 　 崇

松 田 美 恵  54 歳（南山台西）松 田 　 宏

山 田 武 男  95 歳（伏 見 台）山 田 　 實

西川かなゑ  96 歳（古 屋 敷）西 川 啓 子

小野冨美子  85 歳（長 岡）小 野 英 夫

澤田登代子  69 歳（中 町）澤 田 一 美

水 野 新 治  67 歳（西 之 門）水 野 和 子

安 藤 米 子  82 歳（北 屋 敷）安 藤 和 重

山 本 文 子  91 歳（ 里 ）尾 関 政 子

小 栗 實 枝  93 歳（北 屋 敷）小 栗 真 義

山 本 　 勝  73 歳（南 山）山 本 　 淳

伊佐治義春  70 歳（津 橋）小栗真太郎

佐 藤 二 郎  84 歳（長 岡）佐 藤 秀 樹

小栗ハルエ  92 歳（中 本 町）小 栗 葊 正

玉 置 富 郎  72 歳（北 屋 敷）玉 置 　 猛

篭橋たまゑ  90 歳（大 庭）篭 橋 良 治 　この欄は、町に戸籍の届出
をされ、掲載を希望された人
のお名前を紹介しています。

■�問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係　担当：石
い し い

井（内線 2105）

ご結婚
　　おめでとう

（

　  人の動き（2018.1.1 現在）
　                （ ）は前月比
　　 人口　18,445 人（－ 18）
　　　 男　 9,184 人（－ 8）
　　　 女　 9,261 人（－ 10）
　　世帯   7,258 世帯（± 0）
　　出生   10 人    死亡   23 人
　　転入 42 人    転出 47 人

婚姻者名　　　 自治会名

平 井 貴 大 （北 屋 敷）
横 井 美 月 （南山台西）
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終
結
さ
せ
た
よ
う
で
満
足
で
き
る
で
し
ょ

う
が
、
言
わ
れ
た
側
は
、
あ
り
が
た
く
も

何
と
も
思
っ
て
い
な
い
と
気
づ
く
べ
き
で

す
。

　
“
お
と
な
”
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
永
遠
に

続
く
テ
ー
マ
で
、
死
ぬ
ま
で
目
指
し
て
も

行
き
着
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
個
性
を
持
っ
て
生
き
て
い
る
の
で

す
か
ら
、“
お
と
な
”
の
到
達
点
も
違
う
は

ず
で
す
。
そ
れ
が
外
交
と
も
な
れ
ば
な
お

さ
ら
で
す
。
お
と
な
に
と
他
人
に
求
め
る

も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
正
解
を
導
き
出
せ

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
覚
え
る
の
で

は
な
く
、
考
え
な
が
ら
言
葉
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
美
濃
ナ
ン
バ
ー

　

２
０
２
０
年
か
ら
東
濃
５
市
プ
ラ
ス
可

児
御
嵩
地
区
の
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
つ

ま
り
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を
「 

東 

美 

濃 

」

に
す
べ
く
商
工
会
議
所
を
中
心
に
動
き
出

し
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
よ
る
観
光
へ
の

期
待
。
ま
た
本
年
４
月
か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

ド
ラ
で
は
、
こ
の
地
方
の
架
空
の
ま
ち
東

美
濃
市
が
舞
台
に
な
る
「
半
分
、
青
い
。」

が
放
映
さ
れ
ま
す
。
脚
本
は
美
濃
加
茂
市
、

加
茂
高
出
身
の
北き

た
が
わ川
悦え

り

こ
吏
子
さ
ん
で
す
。

四
月
か
ら
な
ら
盛
り
上
が
る
で
し
ょ
う
が
、

現
段
階
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
数
値
に
は

懸け
ね
ん念

し
て
い
ま
す
。
東
濃
高
校
、
東
濃
実

業
高
校
を
有
す
る
御
嵩
の
頑
張
り
ど
こ
ろ

か
な
と
は
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
。

　
　
　

 

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

1
月
11
日
執
筆

た
い
言
葉
を
ひ
と
つ
ふ
た
つ
用
意
だ
け
は

し
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
使
お
う
と
し
て
い

る
言
葉
が
、
私
自
身
が
長
き
に
わ
た
っ
て

解か
い
し
ゃ
く
釈
し
て
い
た
意
味
が
正
し
い
の
か
否
か

を
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
“
社
会
人
”。
改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も

な
い
と
思
う
の
が
普
通
で
し
ょ
う
が
、
説

明
し
よ
う
と
す
る
と
、
定
義
が
実
に
曖あ

い
ま
い昧

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
が
、

し
か
し
、
そ
の
意
味
や
使
う
状
況
で
言
う

側
も
聞
く
側
も
“
し
っ
く
り
”
と
意
思
の

疎そ
つ
う通

が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
語
は
、

日
本
人
は
“
す
ご
い
”
と
改
め
て
思
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
私
自
身
が
一
番
納
得
で
き
る

形
で
の
こ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
唯
一
の
正
し
い
答
え
を
学
び

ま
す
。
教
え
て
く
れ
る
の
は
先
生
で
あ
り
、

教
科
書
で
あ
り
、
参
考
書
で
す
。
正
解
は

唯
一
な
の
で
す
か
ら
、
複
数
正
解
が
あ
る

こ
と
は
想
定
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
某
大

学
の
入
試
で
の
採
点
ミ
ス
は
、
教
育
現
場

で
は
想
定
外
の
複
数
の
正
解
が
存
在
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
事
案
で
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
社
会
で
は
、
社
会
人
と
し

て
判
断
を
要
す
る
場
合
、
正
解
は
唯
一
無

二
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
複
数
の
正

解
が
あ
る
こ
と
の
方
が
普
通
と
い
え
ま
す
。

　

学
校
で
学
ぶ
正
解
は
不
変
で
す
が
、
社
会

人
の
正
解
は
、
時
と
と
も
に
変
化
す
る
場

合
も
あ
り
、
そ
の
瞬
間
の
正
解
が
後
の
不

正
解
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学
校
で

取
る
100
点
は
す
べ
て
自
分
の
評
価
で
す
が
、

社
会
人
に
は
100
点
満
点
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

手
柄
を
独
り
占
め
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

お
と
な

　

こ
こ
数
年
、
2
月
号
の
こ
の
稿
で
は
成
人
式

の
模
様
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
演え

ん
だ
ん壇

に
立
っ
て
も
静
か
に
な
る
ま
で
式
辞
を
始
め
な

い
の
で
す
が
、
今
年
の
新
成
人
た
ち
は
、
こ
れ

ま
で
私
が
見
て
き
た
新
成
人
た
ち
と
比
較
し
て

も
、最
も
静
か
で
常
識
的
な
若
者
た
ち
で
し
た
。

　

成
人
式
で
は
、
中
学
卒
業
以
来
久
々
に
再
会

す
る
友
人
も
多
く
あ
り
、
同
窓
会
の
意
味
合
い

も
濃
く
、む
し
ろ
新
成
人
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
、

式
典
よ
り
も
そ
ち
ら
の
方
が
感
激
も
大
き
く
、

大
切
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
成
人
式
が
で
き
る
の
は
、
彼
ら
の

同
級
生
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
。

黒
子
に
徹
す
る
役
場
の
担
当
者
た
ち
。
そ
し
て

当
日
新
年
行
事
が
多
忙
に
も
関
わ
ら
ず
出
席
を

賜た
ま
わっ

た
来ら

い
ひ
ん賓

の
皆
さ
ん
。
主
役
は
新
成
人
で

あ
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
準
備
や

参
加
が
あ
っ
て
式
典
が
挙き

ょ
こ
う行
で
き
る
の
で
す
か

ら
、
た
か
だ
か
一
時
間
足
ら
ず
の
間
、
粛

し
ゅ
く
し
ゅ
く々と

時
を
過
ご
す
こ
と
は
、
人
の
礼
の
範
囲
だ
と
思

い
ま
す
。
新
成
人
た
ち
は
式
の
後
の
予
定
も
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
ら
、“
効
率
よ
く
式
典
が
運

べ
ば
、
早
く
次
の
予
定
に
移
行
で
き
る
の
に
”

と
い
つ
も
思
っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
時

間
短
縮
も
実
現
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

式
辞
で
は
“
社
会
人
”
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。
ご
存
知
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
日
本
人
が

当
然
の
こ
と
と
し
て
使
っ
て
い
る
“
社
会
人
”

と
い
う
言
葉
が
、
外
国
語
に
は
該
当
す
る
単
語

が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
。

　

私
は
挨
拶
や
、
式
辞
を
述
べ
る
際
、
原
稿
は

作
ら
ず
、
そ
の
時
そ
の
場
で
見
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
を
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
使
い

町 長 月 記

ん
。
む
し
ろ
手
柄
を
横
取
り
さ
れ
る
こ
と
の

方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
正
解

を
覚
え
る
か
ら
、
考
え
る
へ
と
進
化
さ
せ
る

社
会
人
は
、
あ
る
意
味
“
だ
か
ら
楽
し
い
”

の
で
す
。
と
こ
の
よ
う
な
話
を
し
ま
し
た
。

　

韓
国
と
の
約
束
事
は
、
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
が

動
く
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
韓
国
で

は
、
国
内
の
政
権
支
持
率
を
維
持
す
る
手
段

と
し
て
安
易
に
使
わ
れ
る
の
が
反
日
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
従
軍
慰
安
婦
問
題
の
ゴ
ー
ル
ポ

ス
ト
が
ま
た
動
き
だ
し
た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
を
解
説
す
る
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

の
一
言
に
夫
婦
と
も
ど
も
思
わ
ず
声
を
あ
げ

て
笑
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
失
笑
で
は
な
く
、

嘲
笑
。
軽
蔑
で
は
な
く
侮
蔑
に
近
い
思
い
が

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
言
と

は
「
日
本
政
府
は
大
人
の
対
応
を
す
べ
き
」

の
コ
メ
ン
ト
で
し
た
。

　

正
解
無
き
社
会
に
生
き
る
社
会
人
が
、
自

国
の
政
府
に
“
お
と
な
の
対
応
を
”
と
、
上

か
ら
目
線
で
求
め
る
。
曖
昧
な
社
会
に
生
き

そ
の
う
え
抽

ち
ゅ
う
し
ょ
う
て
き

象
的
な
言
葉
で
締
め
く
く
る
。

ま
っ
た
く
意
味
の
な
い
報
道
・
解
説
を
公
共

の
電
波
に
乗
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
相
手
を
諭
す
た
め
に
“
お
と
な
”
と

い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
は
大
嫌
い
で
、
自
分

で
は
使
わ
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
彼
は

な
ぜ
気
づ
か
な
い
ん
で
し
ょ
う
。“
お
と
な
”

と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
で

相
手
を
説
得
す
る
言
葉
も
手
段
も
持
た
な
い

敗
北
宣
言
を
し
て
い
る
こ
と
に
。
と
思
う
の

で
す
。“
お
と
な
の
対
応
を
”“
お
と
な
に
な

り
な
さ
い
”
こ
の
よ
う
に
言
え
ば
、
自
分
自

身
の
優
位
性
を
保
っ
た
ま
ま
、
そ
の
議
論
を

91
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1
月
7
日
（
日
）、
中
公
民
館
で
お
こ
な
わ

れ
た
「
平
成
30
年
成
人
式
」
の
様
子
で
す
。

　

会
場
内
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ

た
友
人
た
ち
と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、

昔
話
や
自
分
の
近
況
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
、

歓
声
と
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

小
、
中
学
校
の
先
生
と
の
交
流
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
各
先
生
が
生
徒
と
の
思
い
出
な
ど
を

語
る
時
間
が
設
け
ら
れ
、
懐
か
し
い
先
生
と

の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、

充
実
し
た
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
く
さ
ん
の
夢
と
希
望
に
満
ち
た
み
な
さ

ん
の
ご
活
躍
、
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

※�

2
、
3
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷しています。

編
集

・
発

行
／

御
嵩

町
役

場
企

画
課

秘
書

広
報

係
〒

505-0192　
岐

阜
県

可
児

郡
御

嵩
町

御
嵩

1239
番

地
1

TEL（
0574）

67-2111（
代

）　
FA

X（
0574）

67-1999

み　た　け　スマイル  キッズ
子どもの笑顔は地域のたからもの！
～未来を担

にな

うみたけキッズの笑顔～

�

Let's 今月の健康料理「みぞれ汁」
【作り方】
①�ごぼうは５ミリ程度の輪切りにして水にさ

らしておく。ねぎは小口切り、豆腐はさい
の目に切る。

②豚肉は食べやすい大きさに切る。
③�大根は、すりおろして軽く水を切る。
④�鍋に油を入れ温め、豚肉を炒める。肉の色

が変わったら、だし汁を注ぎごぼうを入れ、
やわらかくなったら、豆腐とねぎを入れる。

⑤�塩、しょうゆを入れて味を調節する。すり
おろしておいた大根を入れる。

⑥�片栗粉を水で溶いて、⑤に入れてひと煮立
ちさせたら出来上がり。

※�給食の献立の写真は、「麦ごはん、みぞれ汁、
れんこんの香り揚げ、カラフルサラダ、み
かん、牛乳」です。風邪予防にビタミン C
の多い献立でした。

※�

広
報
紙
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っ
と
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け
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も
ご
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に
な
れ
ま
す
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井
い が わ

川 紗
さ ゆ き

由紀さん（大庭）1歳 
１歳おめでとう☆
お兄ちゃんと仲良し♪
元気いっぱい遊ぼうね☆

　みぞれ汁は、大根をすりおろして
入れる料理です。それがまるでみぞ
れのように見えるので、この名前が
ついています。
　名前は寒そうですが、すりおろし
た大根が体を芯からポカポカと温め
てくれます。また、大根には風邪を
予防するビタミン C がたくさん含ま
れています。
　材料はお汁の分量ですが、具を増
やして鍋にして
食べるのもいい
ですね。

【募集】町内在住で 4 月に 1 ～ 5 歳の誕生日を
迎えるお子さんを、みたけスマイルキッズに掲
載しませんか？ ※応募多数の場合は抽選
◎掲載に必要なもの：
　�笑顔の写真（1枚）/ 紹介文（30文字程度）
◎�申込方法：名前、住所、電話番号、誕生

日と写真データ、文章を添えてＥメール
などでお申し込みください。

◎申込期限：2 月 25 日（日）
■�申込先／問い合わせ：企画課
　秘書広報係 担当：山

や ま だ

田（内線 2222）
　� ：kouhou@town.mitake.lg.jp

Cooking!

【材 料】（4 人分）
豚肉� 100g
大根� 150g
ごぼう� 100g
豆腐� 150g
ねぎ� 10cm
サラダ油� 　大さじ 1
だし汁� 500cc
薄口しょうゆ� 大さじ 1
天塩� 小さじ 1/2
片栗粉� 小さじ 1
水� 大さじ 2

【1 人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 カルシウム 鉄分 食物繊維

70kcal 6.1g 35mg 0.5mg 2.1g

■レシピ提供：給食センター　担当：遠
えんどう

藤　☎ 67-0238

塚
つかはら

原 小
こ は る

遥さん（大庭台）1歳 
1 歳の誕生日おめでとう！
笑顔いっぱいで元気に育っ
てね♡

給
 食 セ ン タ ー 栄 養
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